
3.6 天草市における実証調査 

3.6.1 実施準備 

1) 地域会議の実施 

以下の通り全3回開催した。以降に各回の議事内容を掲載する。 

 

表 地域会議の実施状況 

 
日時・ 

場所 
議事内容 

第1回 2018/10/1 

10:00-11:30 

天草市役所 

【協議事項】 

・運行ルート・サービス内容等 

・関係機関との調整状況 

・利用対象者への周知・広報計画 

・実証期間 

・使用車両 

・効果検証の方法 

【次回までの調整・準備事項】 

・運行計画 

・関係機関との調整 

・実証期間 

・運転手の確保 

・車両保管場所、充電電源の確認など 

第2回 2018/10/10 

13:00-14:30 

崎津集落 

【協議事項】 

・実証運行ルート 

・車両の保管場所 

・車両の充電設備 

【次回までの調整・準備事項】 

・運行計画 

・関係機関との調整（運輸支局） 

・充電電源の確保 

第3回 2019/1/30 

13:30-15:00 

天草市役所 

【協議事項】 

・実証調査結果の共有（利用者数、アンケート結果） 

・地域課題解決に対する有効性 

・実証調査で確認された課題 

・事業化に向けた展望と課題 

・次年度以降の予定 

 

2) 実施計画書の作成 

作成した実施計画書を次頁以降に掲載する。 
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3.6.2 実証調査の実施 

1) 実証調査概要 

実証調査については以下の通り実施した。 

 

表 実証調査概要 

■調査概要■調査概要

概
要

実施期間 平成30年12月11日（火）～12月24日（月）

運行ルート
崎津ガイダンスセンター～冨津郵便局付近～崎津教会入口付近～きんつ市場
（約1km）

運行本数
16便/日（始発9:30、終発17:00）
※路線バスの運行時間外に双方向15分間隔で運行

（崎津ガイダンスセンター発、きんつ市場発をそれぞれ運行）

運転手 ・天草市職員、崎津タクシー、富津地区振興会会員

導入車両 ヤマハゴルフカート（7人乗り） 2台

崎津ガイダンスセンター（発着場所）

きんつ市場（発着場所）

崎津教会入口付近（乗降可能場所）

冨津郵便局付近（乗降可能場所）
約250m

約400m

約300m

路線バスルート
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2) 実証調査の様子 

 

図 実証調査の様子 
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3) 広報資料 

利用者確保のための広報資料については以下の通り作成した。 

 

  

図 自治体が作成した広報資料 
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3.6.3 実証調査の成果 

以下に実証調査の成果概要を示す。 

 

1) 利用実態 

① 利用者数 

14日間合計で延べ706名の利用があった。1日平均利用者数は50.4人、乗車定員に占める利用者数は

26.9%であった（日別利用者数の詳細は次頁に示す）。平日は雨天のほうが利用は少ない傾向にある

が、休日は雨天のほうが利用は多い傾向にある。 

利用者のうち9割以上が観光客であり、崎津集落への来訪者の約17%が利用している。利用時間帯

は、ガイダンスセンター発で10～12時、13～16時が多い。 

 

表 利用者数総括 

延べ利用者数 706人 
1 日平均利用者数 50.4人 
延べ利用者数÷（便数×車両定員） 26.9% 
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図 利用者の性別 

 

 

図 利用者の居住地 

 

 

図 利用者の同行者 

 

 

図 利用者の天草市までの交通手段 
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② 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離は438台・kmであり、乗用車との比較によるグリーンスローモビリティ導入に伴

うCO2削減効果は92kg-CO2であった。 

 

表 総走行距離・環境負荷軽減効果 

期間中総走行距離（回送は含まない） 438台・km 
CO2 削減効果（乗用車との比較） 92kg-CO2 

 

【環境負荷軽減効果について】 

・同じ距離の輸送を小型車量（ガソリン車）で代替した場合との比較によりCO2削減効果を計測。 

・グリーンスローモビリティ運行に伴う電力消費に関連するCO2排出量はゼロとして取扱う。 

・小型車両のCO2排出原単位については平均旅行速度20km/hの小型に相当する210g-CO2/km・台とし

て設定した（国土技術政策総合研究所資料 第671号「道路環境影響評価等に用いる自動車排出係

数の算定根拠（平成22年度版）」）。 

 

2) 運営者側の声 

運行を担当したドライバーからは、オンデマンド化を求める声が多数あった。理由としては、本実

証調査における運行区間は短く、仮に有償化したとしても運賃収入は少なく、事業性が低いと考えら

れるため、予約時のみの運行とすることで運行経費の縮減を図る必要があるという意見からであった。 

車両特性に関しては、一般の自動車と操作が異なる点があり、間違えそうになるという意見があっ

た。例えば、ウインカーやワイパーなどについて操作ミスの危険性があるという意見が寄せられた。

なお、運転時の視認性は良好であったが、バックミラーやサイドミラー等、付属の装備を充実させて

ほしいという意見も寄せられた。 

 

3) 利用者側の声 

利用者の感想として、観光客・地域住民ともに、「楽しかった」、「便利そう」、「快適だった」

など肯定的な意見が多かった。特に観光移動にあたっては、雨天時に歩かなくて助かるといった意見

も多かった。 

有償運行時の利用意向として、観光客・地域住民ともに約7割が利用すると回答しており、平均支

払額は観光客が177円、地域住民が138円であった。 

なお、観光客・地域住民ともに、定時運行でなくオンデマンド（予約時に随時運行）を求める声が

多数あった。 
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《アンケート結果抜粋》 

問：グリーンスローモビリティに乗られてどうでしたか？ 

乗車の感想については、大半の方が「楽しかった」・「便利そう」・「快適だった」のいずれかを

選択されており、概ね好評であったことが確認できる。 

 

（観光客） 

 

（地域住民） 

 

図 乗った感想 
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問：有償運行時の利用意向及び支払意思額 

有償運行時の利用意向については、観光客・地域住民とも約7割の方が「乗る」と回答している。

希望金額については、0～500円と様々であるが、平均すると観光客は177.17円、地域住民は138.00円

となっている。 

 

（観光客） 

 

支払意思額平均：177.17円 

 

（地域住民） 

 
支払意思額平均：138.00円 

図 今後の利用意向 
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3.7 実証調査結果の取りまとめ 

実証調査の結果概要を整理した一覧表及び各地区の調査結果の取りまとめを次頁以降に示す。 
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ビ

ス
と

の
連

携
を

意
識

し
、
交

通
タ

ー
ミ
ナ

ル
（高

速
バ

ス
の

り
ば

）を
乗

降
所

に
設

定
（
→

来
訪

者
の

二
次

交
通

の
確

保
、
エ

リ
ア

内
の

車
の

稼
動

抑
制

）
・
周

辺
交

通
へ

の
影

響
を

考
慮

し
、

一
定

の
幅

員
が

確
保

さ
れ

て
い

る
追

い
越

し
可

能
な

ル
ー

ト
を

選
定

運
営

体
制

構
築

・
産

学
官

連
携

し
た

会
議

体
で

あ
る

い
わ

き
市

次
世

代
交

通
シ

ス
テ

ム
研

究
会

が
存

在
し

、
経

済
界

や
教

育
機

関
、

交
通

事
業

者
な

ど
の

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
一

同
に

介
し

て
い

た
た

め
、
体

制
構

築
上

の
課

題
は

あ
ま

り
な

か
っ

た
。

・自
治

体
が

核
と

な
り
、
観

光
ビ

ュ
ー

ロ
ー

や
周

辺
施

設
、
市

民
団

体
な

ど
を

早
い

段
階

か
ら

巻
き

込
み

、
役

割
分

担
を

明
確

に
し

た
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

が
主

体
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
よ

う
に

思
う

。
・
ま

た
、
今

後
の

事
業

化
を

見
据

え
、

E
V
の

普
及

啓
発

面
で

連
携

し
て

い
る

い
わ

き
バ

ッ
テ

リ
ー

バ
レ

ー
推

進
機

構
を

体
制

の
一

員
と

し
た

。

関
係

機
関

調
整

・
警

察
は

実
証

計
画

の
段

階
か

ら
相

談
し

て
い

た
た

め
、

特
に

指
摘

を
い

た
だ

く
こ

と
は

な
か

っ
た

。
・周

辺
施

設
は

、
実

証
調

査
に

好
意

的
で

あ
り
、
館

内
放

送
や

お
買

物
券

配
布

な
ど

支
援

を
頂

い
た

。
・地

域
と

の
調

整
は

市
民

団
体

が
担

当
し

、
沿

線
地

区
に

は
会

報
や

回
覧

板
に

て
周

知
し

て
頂

い
た

。
・東

北
地

方
整

備
局

な
ど

港
湾

関
係

者
と

共
に

、
“
み

な
と

オ
ア

シ
ス

”
の

P
R
を

実
施

し
た

。

利
用

者
確

保

・自
治

体
H
P
や

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

路
線

バ
ス

車
内

へ
の

広
告

掲
示

、
Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
や

メ
デ

ィ
ア

報
道

に
よ

る
広

報
活

動
の

実
施

に
加

え
、

乗
降

所
サ

イ
ン

や
実

証
Ｐ
Ｒ

サ
イ

ン
、

運
行

車
両

へ
の

横
断

幕
掲

示
等

の
周

知
活

動
を

実
施

・周
辺

施
設

と
の

連
携

（ポ
ス

タ
ー

・チ
ラ

シ
・Ｐ

Ｒ
パ

ネ
ル

設
置

、
館

内
放

送
、

お
買

物
券

の
配

布
）
や

ア
ク

ア
マ

リ
ン

パ
ー

ク
内

イ
ベ

ン
ト
と

の
連

携
（
各

イ
ベ

ン
ト
会

場
で

の
広

報
・
Ｐ

Ｒ
活

動
）

・
案

内
ガ

イ
ド
の

添
乗

や
ハ

ワ
イ

ア
ン

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

の
導

入
な

ど
、

車
内

企
画

の
充

実

■
調

査
概

要

■
活

用
場

面
分

類

■
役

割
分

担

利
用

実
態

・
利

用
者

数
計

：
6
4
6
人

（
平

日
：
4
0
7
人

、
休

日
：
2
3
9
人

）
・
乗

車
率

：
7
3
.2

％
（
平

日
：
6
4
.6

%
、
休

日
：
9
4
.8

%
）

・
乗

車
数

、
降

車
数

と
も

に
、
始

発
・
終

着
の

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ

ュ
ウ

が
９

割
と

最
も

多
い

結
果

で
あ

っ
た

・
い

く
つ

か
の

乗
降

所
に

て
、

積
み

残
し

が
発

生
す

る
と

と
も

に
、

途
中

下
車

し
に

く
い

と
い

う
事

例
も

発
生

し
た

。

運
営

者
側

の
声

・
運

行
主

体
の

バ
ス

事
業

者
か

ら
は

、
利

用
者

か
ら

感
謝

さ
れ

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

高
く
運

行
で

き
た

と
評

価
さ

れ
る

一
方

で
、
バ

ッ
テ

リ
ー

持
久

力
が

低
く
、
運

転
に

非
常

に
気

を
遣

う
必

要
が

あ
り
、
車

両
性

能
面

へ
の

指
摘

を
頂

い
た

。
・
想

定
以

上
に

需
要

が
高

く
、
乗

り
た

い
が

乗
れ

な
い

、
途

中
下

車
し

に
く
い

な
ど

の
ご

意
見

も
あ

り
、

需
要

と
実

証
調

査
の

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

に
乖

離
が

感
じ

ら
れ

、
回

遊
効

果
が

限
定

的
な

も
の

と
な

っ
た

。
・
利

用
者

の
中

に
は

、
生

活
の

足
と

し
て

の
利

用
も

あ
り
、

思
わ

ぬ
利

用
形

態
が

確
認

で
き

た
面

も
あ

っ
た

。

利
用

者
側

の
声

・
“
景

色
を

楽
し

め
た

”
、

“
便

利
・
面

白
い

”
等

の
好

意
的

な
意

見
が

６
～

７
割

で
あ

り
、

ま
た

今
後

の
利

用
意

向
も

９
割

超
と

高
い

う
え

、
導

入
効

果
と

し
て

“
回

遊
性

向
上

”
や

“
観

光
地

の
価

値
向

上
”
を

期
待

す
る

声
も

多
く
頂

い
た

。
・
一

方
で

、
便

数
や

ル
ー

ト
、
停

留
所

の
不

足
な

ど
を

指
摘

す
る

声
も

頂
い

た
。

・
乗

車
料

金
に

つ
い

て
は

、
８

割
以

上
が

料
金

負
担

を
肯

定
し

て
お

り
、
有

償
化

の
可

能
性

も
感

じ
ら

れ
た

交
通

課
題

・
環

境
課

題
へ

の
貢

献

・
利

用
者

が
多

く
、
高

い
利

用
ニ

ー
ズ

を
確

認
で

き
、

利
用

者
意

見
か

ら
も

、
小

名
浜

地
区

の
エ

リ
ア

価
値

向
上

策
と

し
て

、
グ

リ
ス

ロ
は

非
常

に
有

効
な

手
段

で
あ

る
と

感
じ

て
い

る
。

・
一

方
で

、
乗

車
需

要
の

高
さ

に
対

応
で

き
な

か
っ

た
反

省
も

あ
り
、

今
後

、
さ

ら
な

る
回

遊
性

向
上

に
向

け
、
需

要
に

応
じ

た
柔

軟
か

つ
効

率
的

な
運

行
手

法
を

、
引

き
続

き
検

証
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
・そ

れ
ら

を
検

証
す

る
た

め
に

は
、

既
存

イ
ン

フ
ラ

・
周

辺
施

設
と

の
接

続
性

や
提

供
す

る
サ

ー
ビ

ス
水

準
（
運

行
経

路
や

頻
度

等
）、

車
両

性
能

の
向

上
な

ど
、

各
種

課
題

の
解

決
も

必
要

で
あ

る
こ

と
が

わ
か

っ
た

実 証 調 査 の 成 果

事
業

ス
キ

ー
ム

構
築

・実
証

結
果

に
よ

り
、
需

要
の

高
さ

を
確

認
で

き
た

も
の

の
、

提
供

す
べ

き
サ

ー
ビ

ス
内

容
（
運

行
ル

ー
トや

運
行

頻
度

）を
絞

り
込

む
こ

と
が

出
来

な
か

っ
た

た
め

、
事

業
ス

キ
ー

ム
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

の
検

討
課

題
で

あ
る

。
・現

時
点

で
は

、
地

域
交

通
事

業
者

や
地

域
ま

ち
づ

く
り
団

体
が

運
営

主
体

と
な

り
、

地
域

や
行

政
、
商

業
施

設
等

が
支

援
す

る
形

が
良

い
と

思
う
。

理
解

・
周

知
の

促
進

・
事

業
化

に
向

け
て

は
、

基
本

的
な

地
元

の
賛

同
を

頂
い

て
い

る
が

、
運

行
計

画
の

詳
細

に
つ

い
て

若
干

の
課

題
が

あ
り
、
継

続
的

に
調

整
し

て
い

る
と

こ
ろ

。
・利

用
者

の
利

便
性

向
上

策
の

検
討

も
上

記
と

並
行

し
て

進
め

る
必

要
が

あ
り
、
そ

の
他

の
交

通
モ

ー
ド
と

の
接

続
性

向
上

や
運

行
情

報
（走

行
位

置
の

把
握

や
乗

車
率

情
報

等
）
の

発
信

強
化

等
、
Io

T
等

の
先

進
技

術
の

活
用

に
よ

る
利

便
性

の
高

い
交

通
シ

ス
テ

ム
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
。

規
制

・
ル

ー
ル

イ
ン

フ
ラ

整
備

・車
両

購
入

費
用

の
補

助
な

ど
、
導

入
に

向
け

た
助

成
制

度
の

拡
充

・車
両

メ
ー

カ
ー

の
競

争
促

進
に

よ
る

車
両

の
コ

ス
ト
ダ

ウ
ン

や
車

両
性

能
の

向
上

概 要

実
施

期
間

平
成

3
0
年

1
0
月

3
0
日

（
火

）
～

1
1
月

1
2
（月

）
計

1
4
日

間
①

平
常

時
（
平

日
）
：1

0
月

3
0
日

（火
）～

1
1
月

2
日

（金
）
、
1
1
月

1
2
日

（
月

）
②

平
常

時
（
休

日
）
：1

1
月

3
日

（土
）、

1
1
月

4
日

（日
）
、
1
1
日

（日
）

③
イ

ベ
ン

ト
時

：
1
1
月

5
日

（月
）
～

1
1
月

1
0
日

（
土

）
※

世
界

水
族

館
会

議
開

催

運
行

ル
ー

ト

■
ま

ち
な

か
巡

回
コ

ー
ス

（
約

４
km

）
■

ち
ょ

っ
と

お
で

か
け

コ
ー

ス
（約

７
km

）
※

土
日

４
便

の
み

運
行

①
い

わ
き

・
ら

・
ら

・
ミ
ュ

ウ
→

 ②
ア

ク
ア

マ
リ
ン

パ
ー

ク
→

 ③
ア

ク
ア

マ
リ
ン

ふ
く
し

ま
→

 
④

交
通

タ
ー

ミ
ナ

ル
→

 ⑤
汐

風
竹

町
通

り
入

口
→

 ⑥
元

小
名

浜
魚

市
場

前
→

⑦
三

崎
公

園
（
土

日
の

４
便

の
み

）
→

 ⑧
い

わ
き

・
ら

・
ら

・
ミ
ュ

ウ

運
転

手
新

常
磐

交
通

株
式

会
社

３
名

導
入

車
両

e
C
O
M

-
8
（
1
0
人

乗
り
）

１
台

自
治

体
い

わ
き

市
総

合
政

策
部

創
生

推
進

課
（調

査
責

任
者

、
関

係
機

関
と

の
調

整
、
周

知
広

報
、

効
果

検
証

等
）

交
通

事
業

者
新

常
磐

交
通

株
式

会
社

（
運

転
手

人
材

の
輩

出
等

）

商
業

施
設

い
わ

き
・
ら

・
ら

・
ミ
ュ

ウ
（
車

両
配

置
場

所
の

提
供

、
周

辺
施

設
と

の
調

整
等

）

観
光

協
会

い
わ

き
観

光
ま

ち
づ

く
り
ビ

ュ
ー

ロ
ー

（観
光

施
策

と
の

連
携

等
）

そ
の

他
小

名
浜

ま
ち

づ
く
り
市

民
会

議
（
住

民
ガ

イ
ド
の

人
材

輩
出

・
育

成
、

運
行

ル
ー

ト
検

討
等

）
い

わ
き

市
次

世
代

交
通

シ
ス

テ
ム

研
究

会
（産

学
官

連
携

し
た

実
証

検
証

、
事

業
化

に
向

け
た

検
証

等
）

い
わ

き
バ

ッ
テ

リ
ー

バ
レ

ー
推

進
機

構
（産

業
施

策
と

の
連

携
、
社

会
受

容
性

の
喚

起
等

）

■
今

後
想

定
し

て
い

る
事

業
ス

キ
ー

ム

道
路

運
送

法
区

分
一

般
乗

合
旅

客
自

動
車

運
送

事
業

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

平
成

3
0
年

度
実

証
調

査
、
効

果
検

証
、
事

業
化

に
向

け
た

関
係

者
と

の
調

整
等

平
成

3
1
年

度
財

源
確

保
に

向
け

た
調

整
、
事

業
化

に
向

け
た

課
題

解
決

実
証

平
成

3
2
年

度
事

業
化

（
事

業
化

を
図

り
な

が
ら

サ
ー

ビ
ス

実
証

等
を

実
施

予
定

）

《
運

行
形

態
》

・
定

時
定

路
線

型
運

行
・
乗

降
場

所
に

て
乗

り
降

り
（事

前
予

約
不

要
）

・
乗

車
料

金
は

無
料

《
運

行
便

数
》

・
７
便

/
日

（
約

4
5
分

間
隔

に
て

運
行

）
平

日
1
0
：
1
0
～

1
5
：
4
5

土
日

0
9
：
3
0
～

1
6
：
1
5

《
そ

の
他

》
・
休

日
限

定
で

近
隣

観
光

ス
ポ

ッ
ト
へ

立
ち

寄
り

・
住

民
ガ

イ
ド
に

よ
る

ナ
ビ

ゲ
ー

トを
実

施
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▲
運
行
ル
ー
ト

（
右
側
は
い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ
）

▲
小
名
浜
本
町
通
り
商
店
街

（渋
滞
回
避
の
た
め
運
行
を
見
直
し
）

▲
運
行
ル
ー
ト
（
三
崎
公
園
・
マ
リ
ン
タ
ワ
ー
へ
の
続
く
道
）

▲
運
行
ル
ー
ト
沿
い
の
高
速
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

広
報

資
料

調
査

対
象

地
域

の
様

子
実

証
調

査
の

様
子

▲
運
行
ル
ー
ト
沿
い
の
大
型
商
業
施
設
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三
重

県
東

員
町

基 礎 デ ー タ

自
治

体
名

三
重

県
東

員
町

地
域

課
題

の
概

要

【
対

象
地

域
（
笹

尾
西

・
笹

尾
東

地
区

）
が

抱
え

る
課

題
】

•
急

速
な

高
齢

化
に

よ
り
、
自

家
用

車
に

替
わ

る
公

共
交

通
の

確
保

•
高

齢
者

に
と

っ
て

徒
歩

移
動

は
厳

し
い

丘
陵

地

•
今

後
増

加
が

見
込

ま
れ

る
１
人

暮
ら

し
の

高
齢

者
な

ど
の

日
常

生
活

に
欠

か
せ

な
い

移
動

手
段

の
確

保

•
住

宅
団

地
特

有
の

希
薄

な
共

助

人
口

2
5
,3

4
4
人

人
口

密
度

1
,1

1
7
.5

人
/
k
m

2

65
歳

以
上

人
口

比
率

2
7
.8

%

実 証 調 査 の 概 要

地
域

区
分

中
山

間
離

島
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
都

市
部

被
災

地

移
動

区
分

生
活

交
通

観
光

交
通

実 証 調 査 実 施 に 当 た っ て の ポ イ ン ト 事 業 化 に 向 け た 課 題

高
齢

化
が

進
む

住
宅

団
地

で
共

助
に

よ
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
サ

ー
ビ

ス
の

実
現

ル
ー

ト
等

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
設

定

•
タ

ー
ゲ

ッ
ト
を

、
日

常
生

活
で

買
い

物
等

に
困

っ
て

い
る

方
と

し
、
運

行
内

容
を

検
討

し
た

。
•

笹
尾

東
地

区
と

笹
尾

西
地

区
で

、
異

な
る

調
査

を
実

施
し

た
か

っ
た

。
一

つ
は

N
P
O
や

業
者

等
に

運
行

を
委

託
す

る
パ

タ
ー

ン
、
も

う
一

つ
は

予
約

か
ら

運
行

ま
で

す
べ

て
地

域
に

任
せ

る
パ

タ
ー

ン
。

•
便

数
は

、
本

来
１
日

７
便

で
設

定
し

た
か

っ
た

が
、
車

両
の

バ
ッ

テ
リ
ー

の
都

合
上

、
４
便

で
運

行
。

運
営

体
制

構
築

•
庁

内
で

は
、
政

策
課

が
主

体
と

な
り
、
そ

の
他

担
当

課
と

役
割

を
分

担
。
グ

リ
ス

ロ
調

査
の

実
施

は
庁

内
で

周
知

し
て

お
り
、
施

設
の

利
用

等
、
関

連
す

る
許

可
は

ス
ム

ー
ズ

に
対

応
で

き
た

。
•

庁
外

は
、
自

治
会

長
が

主
体

と
な

っ
て

い
た

だ
き

、
組

織
内

で
会

議
に

諮
っ

て
い

た
だ

い
た

。

関
係

機
関

調
整

•
本

事
業

の
応

募
前

に
、
N
P
O
法

人
と

目
的

地
で

あ
る

ス
ー

パ
ー

（
一

号
館

）
に

は
事

前
に

相
談

し
て

お
り
、
協

力
を

い
た

だ
い

た
。
ま

た
、
警

察
に

は
事

業
計

画
作

成
段

階
で

も
並

行
で

状
況

報
告

し
て

い
た

。

利
用

者
確

保

•
今

回
の

実
証

調
査

に
お

い
て

、
利

用
者

の
確

保
が

一
番

の
課

題
だ

っ
た

た
め

、
広

報
、
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
チ

ラ
シ

（
全

戸
配

布
）
を

行
っ

た
う
え

、
笹

尾
西

地
区

で
は

、
自

治
会

長
や

班
長

が
、
イ

ベ
ン

ト
時

や
回

覧
を

持
っ

て
い

く
際

に
、
直

接
声

掛
け

な
ど

を
し

て
い

た
だ

い
た

。
•

自
治

会
ご

と
に

や
は

り
温

度
差

は
あ

る
の

で
、
頑

張
っ

て
く
れ

た
自

治
体

は
利

用
が

伸
び

た
。

■
活

用
場

面
分

類

利
用

実
態

•
利

用
者

数
（
運

行
日

数
1
2
日

間
）

笹
尾

西
地

区
：
8
6
人

笹
尾

東
地

区
：
2
5
人

•
笹

尾
西

地
区

に
つ

い
て

は
、
2
5
便

（
運

行
機

会
は

最
大

4
8
便

中
）で

定
員

い
っ

ぱ
い

の
利

用
が

あ
り
、

定
員

オ
ー

バ
ー

で
断

っ
た

お
客

様
も

お
ら

れ
る

一
方

、
笹

尾
東

地
区

で
の

運
行

は
1
3
便

で
あ

っ
た

。

運
営

者
側

の
声

•
「
地

区
の

人
の

つ
な

が
り
に

役
立

っ
た

」「
知

ら
な

い
人

と
話

す
よ

う
に

な
っ

た
」
と

い
う
声

が
、
ほ

と
ん

ど
の

関
係

者
か

ら
出

た
。
ま

た
、
楽

し
か

っ
た

と
い

う
意

見
も

い
た

だ
い

て
い

る
。

•
笹

尾
東

地
区

で
は

、
N
P
O
に

運
転

を
依

頼
し

た
こ

と
も

あ
り
、
利

用
者

の
家

の
位

置
や

ル
ー

ト
が

わ
か

る
か

と
い

う
不

安
も

あ
っ

た
が

、
問

題
な

く
運

行
で

き
た

。

利
用

者
側

の
声

•
「
買

い
物

に
2
㎞

歩
い

て
い

る
」
「家

族
に

送
迎

し
て

も
ら

っ
て

い
る

」「
徒

歩
で

買
い

物
な

の
で

重
い

も
の

が
買

え
な

い
」
等

、
日

常
生

活
に

お
い

て
本

当
に

困
っ

て
い

る
人

に
と

っ
て

助
か

る
と

い
う
声

が
あ

っ
た

。
•

ま
た

、
普

段
は

徒
歩

で
あ

ま
り
外

出
し

な
い

が
、
外

出
す

る
機

会
が

増
え

た
と

い
う
意

見
も

あ
っ

た
。

•
車

両
に

対
す

る
不

満
も

あ
り
、
「
荷

物
置

場
が

欲
し

い
」「

風
が

入
っ

て
寒

い
」
等

の
声

が
あ

っ
た

。
•

見
知

っ
た

人
か

ら
の

声
掛

け
等

が
な

い
場

合
に

、
「
申

し
訳

な
い

」
と

い
う
思

い
が

先
に

立
ち

、
T
E
L
予

約
が

ど
こ

ま
で

な
じ

む
か

と
い

う
こ

と
が

課
題

。

交
通

課
題

・
環

境
課

題
へ

の
貢

献

•
『
介

護
ま

で
は

不
要

だ
が

移
動

が
不

自
由

』と
い

っ
た

方
を

救
う
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
。

•
今

回
の

取
組

に
よ

り
、
今

は
困

っ
て

い
な

い
人

も
、
将

来
自

分
が

ど
う
な

っ
て

い
く
か

を
考

え
る

機
会

に
な

っ
た

と
感

じ
て

い
る

。
ま

た
、
地

域
が

想
像

以
上

に
交

通
に

関
し

て
関

心
が

あ
る

こ
と

を
知

っ
た

。
•

地
域

の
つ

な
が

り
の

強
化

に
つ

い
て

は
当

初
の

想
定

以
上

の
結

果
に

な
っ

た
と

感
じ

て
い

る
。

•
車

両
に

対
す

る
不

満
も

出
て

は
い

る
が

、
本

当
に

困
っ

て
い

る
方

か
ら

は
あ

ま
り
そ

う
い

っ
た

不
満

は
聞

か
れ

ず
、
地

域
の

交
通

課
題

の
解

決
に

向
け

て
か

な
り
有

効
な

手
段

で
あ

る
と

感
じ

た
。

実 証 調 査 の 成 果

事
業

ス
キ

ー
ム

構
築

•
現

時
点

で
は

役
場

が
主

体
で

車
両

を
持

っ
て

運
行

し
て

い
く
こ

と
は

課
題

が
大

き
い

と
い

う
認

識
。

•
一

方
で

、
自

治
会

レ
ベ

ル
の

小
さ

い
エ

リ
ア

で
、
自

治
会

や
社

会
福

祉
協

議
会

が
主

体
と

な
れ

ば
や

っ
て

い
け

る
可

能
性

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

理
解

・
周

知
の

促
進

•
本

格
運

行
と

な
っ

た
時

に
、
支

局
の

許
可

が
下

り
る

か
心

配
は

あ
る

。
•

地
域

は
取

組
に

理
解

い
た

だ
い

て
い

る
が

、
本

格
運

行
と

な
る

と
、
事

業
に

率
先

し
て

取
組

む
人

が
地

域
に

い
な

い
と

難
し

い
と

感
じ

て
お

り
、
地

域
で

中
心

・
核

に
な

る
人

を
発

掘
・
確

保
す

る
こ

と
が

課
題

。

規
制

・
ル

ー
ル

•
2
0
㎞

/
h以

下
で

の
低

速
走

行
だ

が
、
道

交
法

上
、
シ

ー
ト
ベ

ル
ト
や

手
す

り
、
事

故
し

た
際

の
過

失
割

合
等

、
制

度
面

で
ど

の
よ

う
な

扱
い

に
な

る
の

か
。

•
特

殊
な

車
両

で
あ

る
た

め
、
車

検
な

ど
車

両
の

整
備

は
ど

う
し

て
い

く
か

。

イ
ン

フ
ラ

整
備

•
車

両
購

入
時

の
補

助
や

、
車

両
の

維
持

に
係

る
補

助
、
支

援
等

。
•

車
両

の
質

向
上

や
、
運

転
手

が
安

心
で

き
る

制
度

や
ハ

ー
ド
整

備
が

必
要

で
は

な
い

か
。
贅

沢
な

も
の

は
不

要
だ

が
、
安

心
し

て
利

用
で

き
る

環
境

を
整

備
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

う
。

■
今

後
想

定
し

て
い

る
事

業
ス

キ
ー

ム

道
路

運
送

法
区

分
乗

合
バ

ス
事

業
（
区

域
運

行
）

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

平
成

3
0
年

度
実

証
調

査
の

結
果

を
分

析
平

成
3
1
年

度
グ

リ
ス

ロ
の

役
割

の
再

検
証

と
、
事

業
化

可
能

性
に

向
け

た
検

討
平

成
3
2
年

度
H
3
1
～

H
3
2
に

か
け

て
網

形
成

計
画

を
策

定
し

、
グ

リ
ス

ロ
の

位
置

付
け

も
明

確
化

■
調

査
概

要

概 要

実
施

期
間

平
成

3
0
年

1
1
月

2
6
日

（
月

）
～

1
2
月

9
日

（日
）

①
笹

尾
東

地
区

笹
尾

東
１
丁

目
～

４
丁

目
の

す
べ

て
の

地
域

②
笹

尾
西

地
区

【
1
丁

目
】
1
1
/
2
7
-
2
9
、
【
2
丁

目
】1

1
/
3
0
-
1
2
/
2

【
3
丁

目
】
1
2
/
3
-
5
、
【4

丁
目

】1
2
/
6
-
8

運
行

ル
ー

ト
①

②
自

宅
⇔

団
地

内
ス

ー
パ

ー
（一

号
館

）
、
バ

ス
停

⇔
自

宅

運
転

手
①

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人

地
域

お
助

け
ネ

ッ
ト

②
笹

尾
西

自
治

会

導
入

車
両

日
立

バ
ッ

テ
リ
ー

ゴ
ル

フ
カ

ー
ト
（4

人
乗

り
）

2
台

⽚
上

⽅
⾯

住
宅

団
地

内
の

中
心

に
位

置
す

る
ス

ー
パ

ー
、
バ

ス
停

へ
の

買
い

物
移

動
を

、
電

話
予

約
制

の
デ

マ
ン

ド
型

交
通

で
実

施
。

■
役

割
分

担

調
査

主
体

東
員

町
総

務
部

政
策

課
（
実

施
主

体
、
企

画
、
関

係
機

関
調

整
、
効

果
検

証
等

）

運
行

主
体

東
員

町
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

地
域

お
助

け
ネ

ッ
ト、

笹
尾

西
自

治
会

（
運

転
手

人
材

）

商
業

施
設

一
号

館
（
停

留
所

ス
ペ

ー
ス

の
提

供
）

そ
の

他
東

員
町

笹
尾

西
・
笹

尾
東

自
治

会
（周

知
、
運

行
支

援
）
、
東

員
町

社
会

福
祉

協
議

会
（
周

知
等

）
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▲
着
地
点
と
な
る
団
地
内
ス
ー
パ
ー

▲
運
行
エ
リ
ア
（
最
も
太
い
幹
線
道
路
，
バ
ス
路
線
）

▲
運
行
エ
リ
ア
（
団
地
中
心
部
，
沿
道
に
は
店
舗
が
立
地
）

▲
運
行
エ
リ
ア
（
団
地
内
道
路
，
比
較
的
狭
い
道
）

広
報

資
料

調
査

対
象

地
域

の
様

子
実

証
調

査
の

様
子

▲
運
行
エ
リ
ア
内
の
既
存
バ
ス
停
留
所
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岡
山

県
備

前
市

基 礎 デ ー タ

自
治

体
名

岡
山

県
備

前
市

地
域

課
題

の
概

要

①
通

院
や

買
物

な
ど

の
日

常
生

活
に

車
が

不
可

欠
と

い
う
典

型
的

な
中

山
間

地
域

②
運

転
免

許
の

返
納

に
踏

み
切

れ
な

い
高

齢
者

が
非

常
に

多
い

③
独

居
や

高
齢

夫
婦

の
み

の
世

帯
が

多
く
、
免

許
返

納
後

、
虚

弱
な

高
齢

者
に

と
っ

て
は

車
な

し
で

の
買

物
は

重
労

働
平

日
は

上
下

そ
れ

ぞ
れ

1
3
便

の
市

営
バ

ス
が

運
行

さ
れ

て
お

り
、
各

集
落

と
バ

ス
停

を
結

ぶ
交

通
手

段
が

あ
れ

ば
、
①

市
営

バ
ス

の
活

性
化

、
②

地
域

住
民

の
お

出
か

け
の

利
便

性
の

向
上

、
③

生
活

の
質

（
Ｑ

Ｏ
Ｌ
）
の

向
上

、
④

高
齢

者
の

介
護

予
防

の
効

果
が

期
待

で
き

る
。

人
口

3
5
,1

7
9
人

人
口

密
度

1
3
6
.3

人
/
k
m

2

65
歳

以
上

人
口

比
率

3
6
.3

%

実 証 調 査 の 概 要

地
域

区
分

中
山

間
離

島
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
都

市
部

被
災

地

移
動

区
分

生
活

交
通

観
光

交
通

実 証 調 査 実 施 に 当 た っ て の ポ イ ン ト 事 業 化 に 向 け た 課 題

鶴
海

お
出

か
け

ち
ょ

い
乗

り
カ

ー
ト
運

行
事

業

ル
ー

ト
等

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
設

定

①
路

線
バ

ス
へ

の
送

迎
だ

け
で

は
利

用
者

が
少

な
い

こ
と

を
想

定
し

、
地

区
内

施
設

（医
院

、
歯

医
者

、
郵

便
局

、
商

店
）
へ

の
送

迎
を

サ
ー

ビ
ス

内
容

に
追

加
し

た
。
②

市
と

N
P
O
で

道
路

幅
や

交
通

量
の

事
前

確
認

（
軽

ト
ラ

で
地

区
内

を
走

行
調

査
）
を

行
い

、
通

行
し

な
い

区
間

の
抽

出
を

行
っ

た
。

運
営

体
制

構
築

N
P
O
の

活
動

目
的

が
“
地

区
住

民
の

困
り
ご

と
支

援
”
で

あ
り
、
通

院
や

買
い

物
な

ど
の

移
動

支
援

の
課

題
に

つ
い

て
意

識
の

高
い

団
体

で
あ

っ
た

た
め

、
実

証
調

査
の

目
的

に
賛

同
が

得
ら

れ
た

。

関
係

機
関

調
整

・
地

域
に

つ
い

て
は

、
鶴

海
区

長
会

（総
区

長
ほ

か
6
区

長
、
地

元
市

議
会

議
員

出
席

）で
概

要
を

説
明

、
利

用
勧

奨
と

ア
ン

ケ
ー

ト
の

依
頼

を
行

っ
た

。
・
い

ず
れ

の
関

係
機

関
、
関

係
者

か
ら

も
特

に
反

対
意

見
や

指
摘

事
項

は
な

か
っ

た
。

利
用

者
確

保
・
N
P
O
が

チ
ラ

シ
を

作
成

、
鶴

海
地

区
内

の
全

戸
（約

3
3
0
戸

）
に

配
布

。
N
P
O
メ

ン
バ

ー
（
約

3
0
名

）に
よ

る
地

区
住

民
へ

の
利

用
の

声
が

け
。

・
利

用
者

が
少

な
い

こ
と

を
想

定
し

、
実

証
期

間
内

の
各

種
催

し
で

展
示

や
体

験
試

乗
会

を
実

施
し

た
。

■
調

査
概

要

■
活

用
場

面
分

類

■
役

割
分

担

利
用

実
態

・
鶴

海
地

区
の

利
用

者
数

：6
1
人

（運
行

日
数

1
0
日

間
）

・
男

性
：
女

性
=
2
：
3

・
7
0
歳

以
上

が
約

8
割

・
運

転
免

許
保

有
者

は
約

7
5
%

・
イ

ベ
ン

ト
等

で
の

体
験

試
乗

者
数

：約
4
0
0
人

運
営

者
側

の
声

今
回

の
送

迎
は

、
実

証
調

査
な

の
で

“
無

償
”だ

が
、
事

業
化

す
る

な
ら

ば
“有

償
”で

実
施

し
た

い
。
ま

た
、

事
業

化
し

て
利

用
が

増
え

た
場

合
、
今

回
の

実
証

調
査

の
よ

う
な

デ
マ

ン
ド
予

約
方

法
（受

付
窓

口
は

常
に

理
事

長
）
や

運
行

調
整

方
法

（前
日

1
7
時

の
ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
）等

で
は

継
続

が
難

し
い

と
感

じ
て

い
る

。

利
用

者
側

の
声

鶴
海

地
区

の
利

用
者

か
ら

事
業

化
し

て
ほ

し
い

旨
の

要
望

を
直

接
聴

い
た

。
ま

た
、
イ

ベ
ン

ト等
で

の
試

乗
ア

ン
ケ

ー
ト
に

お
い

て
、
地

域
内

の
移

動
や

イ
ベ

ン
ト
、
観

光
な

ど
幅

広
く
活

用
で

き
る

（
活

用
し

て
ほ

し
い

）
車

両
で

あ
る

と
高

い
評

価
を

受
け

た
。

交
通

課
題

・
環

境
課

題
へ

の
貢

献

・
路

線
バ

ス
を

使
っ

た
地

区
外

へ
の

お
出

か
け

（備
前

市
中

心
部

や
商

業
施

設
）や

地
区

内
の

日
常

的
な

移
動

（
医

院
、
歯

医
者

、
郵

便
局

、
商

店
）
の

利
便

性
の

向
上

が
確

認
で

き
た

。
・
日

常
的

な
移

動
サ

ー
ビ

ス
と

し
て

提
供

で
き

れ
ば

、
路

線
バ

ス
の

利
用

促
進

が
期

待
で

き
る

。
・
お

出
か

け
や

お
し

ゃ
べ

り
を

楽
し

み
た

く
な

る
車

両
の

魅
力

を
生

か
し

て
、
高

齢
者

の
外

出
、
交

流
機

会
の

活
性

化
や

運
行

を
担

う
高

齢
者

の
貢

献
機

会
の

充
実

、
介

護
予

防
の

効
果

も
期

待
で

き
る

。

実 証 調 査 の 成 果

事
業

ス
キ

ー
ム

構
築

・
市

町
村

運
営

有
償

運
送

（
交

通
空

白
）に

よ
り
市

か
ら

N
P
O
等

へ
の

委
託

と
し

、
地

元
区

会
に

も
運

営
費

の
一

部
負

担
を

求
め

る
な

ど
、
地

域
ぐ

る
み

で
守

り
育

て
る

仕
組

と
し

た
い

。
・
実

証
調

査
と

同
様

に
運

転
手

が
輩

出
で

き
る

か
ど

う
か

。
運

転
を

担
う
側

も
高

齢
化

が
進

ん
で

い
る

。
・
い

か
に

利
用

を
促

進
し

、
人

的
、
財

政
的

に
持

続
可

能
な

仕
組

を
構

築
で

き
る

か
。

理
解

・
周

知
の

促
進

・
区

会
と

住
民

の
同

意
が

得
ら

れ
る

地
元

負
担

金
の

金
額

調
整

。
・
今

回
運

行
区

域
に

含
め

ら
れ

な
か

っ
た

、
大

型
車

両
の

往
来

の
多

い
道

路
を

走
行

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
集

落
へ

の
対

応
。

規
制

・
ル

ー
ル

車
両

の
登

録
・
車

検
の

手
続

き
の

簡
素

化
と

費
用

の
抑

制
。
有

償
運

送
か

ら
貨

物
運

搬
ま

で
地

域
の

様
々

な
ニ

ー
ズ

に
応

え
ら

れ
る

よ
う
、
希

望
す

る
運

用
形

態
に

対
し

て
助

言
等

が
受

け
ら

れ
る

相
談

窓
口

（
ヘ

ル
プ

デ
ス

ク
）
が

あ
る

と
よ

い
。

イ
ン

フ
ラ

整
備

車
両

購
入

費
に

対
す

る
補

助
率

の
ア

ッ
プ

と
登

録
手

数
料

や
電

源
設

備
等

を
補

助
対

象
に

含
め

る
な

ど
導

入
に

係
る

補
助

制
度

の
充

実
を

希
望

。
車

両
の

コ
ス

トダ
ウ

ン
や

性
能

向
上

（
充

電
時

間
の

短
縮

、
バ

ッ
テ

リ
ー

の
強

化
に

よ
る

走
行

距
離

の
延

長
等

）な
ど

、
メ

ー
カ

ー
の

競
争

が
必

要
と

感
じ

る
。

概 要

実
施

期
間

平
成

3
0
年

1
0
月

2
9
日

（
月

）
～

1
1
月

1
1
日

（日
）※

日
曜

日
は

運
行

休
止

①
平

日
1
0
月

2
9
日

（
月

）
～

1
1
月

2
日

（金
）、

1
1
月

5
日

（月
）～

1
1
月

9
日

（
金

）
②

サ
ロ

ン
送

迎
1
1
/
3
（
土

）
③

市
民

ふ
れ

あ
い

福
祉

ま
つ

り
・
こ

ど
も

応
援

フ
ェ

ス
タ

1
1
/
1
0
（
土

）

運
行

ル
ー

ト

①
朝

便
：
自

宅
→

バ
ス

停
『
鶴

海
車

庫
』

昼
便

：
バ

ス
停

『
鶴

海
車

庫
』→

自
宅

※
予

約
に

空
き

が
あ

る
場

合
、
地

区
内

の
医

院
、
郵

便
局

、
商

店
を

目
的

地
と

す
る

②
自

宅
⇔

サ
ロ

ン
（
N
P
O
事

務
所

鶴
寿

荘
）

③
備

前
市

総
合

運
動

公
園

内

運
転

手
①

・
②

”
N
P
O
法

人
ス

マ
イ

ル
・
つ

る
み

“の
メ

ン
バ

ー
7
名

、
③

備
前

市
職

員
8
名

導
入

車
両

ヤ
マ

ハ
ゴ

ル
フ

カ
ー

ト
（
7
人

乗
り
）

2
台

調
査

主
体

備
前

市
保

健
福

祉
部

介
護

福
祉

課

運
行

主
体

N
P
O
法

人
ス

マ
イ

ル
・
つ

る
み

そ
の

他

■
今

後
想

定
し

て
い

る
事

業
ス

キ
ー

ム

道
路

運
送

法
区

分
自

家
用

有
償

旅
客

運
送

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

平
成

3
0
年

度
実

証
調

査
、
調

査
結

果
の

評
価

と
中

長
期

の
方

針
決

定
平

成
3
1
年

度
有

償
に

よ
る

事
業

化
の

検
討

・
研

究
、
体

制
整

備
平

成
3
2
年

度
サ

ー
ビ

ス
提

供
開

始

⻑ 船 ⽅ ⾯

⽚
上

⽅
⾯

約
1.

1㎞

約1㎞

 
 

停
 鶴

海
⾞

庫
  
 

停
 鶴

海
⾞

庫
 

穂 浪 経 由

吉 永 ⽅ ⾯
鶴

海
郵

便
局

商
店

⼤
松

屋
⼩

林
内

科
医

院

⼩
林

⻭
科

医
院

備
前

市
【

実
証

調
査

主
体

】

N
P
O
法

人
ス

マ
イ

ル
・

つ
る

み
【

運
行

主
体

】

鶴
海

地
区

【
利

用
者

】

運
行

委
託

・
支

援
車

両
貸

与
実

績
報

告

デ
マ

ン
ド

予
約

送
迎

サ
ー

ビ
ス
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▲
運
行
ル
ー
ト

（
集
落
の
メ
イ
ン
幹
線
，
右
側
は
閉
店
し
た
Ｇ
Ｓ
）

▲
運
行
ル
ー
ト

（
集
落
内
道
路
，
比
較
的
広
い
道
）

▲
運
行
ル
ー
ト

（
集
落
内
道
路
，
比
較
的
狭
い
道
）

▲
運
行
ル
ー
ト

（
集
落
内
道
路
，
比
較
的
広
い
通
学
路
）

広
報

資
料

調
査

対
象

地
域

の
様

子
実

証
調

査
の

様
子

▲
運
行
エ
リ
ア

▲
市
民
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
の
体
験
試
乗
会
告
知
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広
島

県
福

山
市

基 礎 デ ー タ

自
治

体
名

広
島

県
福

山
市

地
域

課
題

の
概

要

•
「
鞆

の
浦

」
は

高
齢

化
率

が
4
7
.2

%
と

高
く
，
町

中
に

は
古

く
か

ら
の

狭
路

や
ク

ラ
ン

ク
，
急

な
坂

道
が

多
く
，

路
線

バ
ス

の
運

行
が

難
し

く
便

数
も

少
な

い
た

め
，
高

齢
者

の
お

で
か

け
や

通
院

な
ど

暮
ら

し
を

支
え

る
移

動
手

段
の

確
保

が
課

題
。

•
近

年
の

観
光

客
の

増
加

に
伴

い
，
町

中
に

通
過

交
通

や
観

光
交

通
が

流
入

し
，
地

域
住

民
の

生
活

や
緊

急
車

両
の

通
行

に
支

障
を

き
た

し
て

い
る

た
め

，
流

入
交

通
の

抑
制

と
あ

わ
せ

，
高

台
に

あ
る

絶
景

ポ
イ

ン
ト
へ

の
観

光
客

の
案

内
が

課
題

人
口

4
6
4
,8

1
1
人

人
口

密
度

8
9
7
.1

人
/
k
m

2

65
歳

以
上

人
口

比
率

2
6
.9

%

実 証 調 査 の 概 要

地
域

区
分

中
山

間
離

島
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
都

市
部

被
災

地

移
動

区
分

生
活

交
通

観
光

交
通

実 証 調 査 実 施 に 当 た っ て の ポ イ ン ト 事 業 化 に 向 け た 課 題

「
し

お
ま

ち
（
潮

待
ち

）
モ

ビ
リ

テ
ィ
」
実

証
事

業
～

国
内

随
一

の
近

世
港

町
「
鞆

の
浦

」
の

暮
ら

し
と

お
も

て
な

し
を

つ
む

ぐ
～

ル
ー

ト
等

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
設

定

•
【
A
ル

ー
ト
】

地
元

要
望

を
踏

ま
え

バ
ス

運
行

ル
ー

ト
を

補
完

す
る

よ
う
に

設
定

。
•

【
B
ル

ー
ト
】

主
な

観
光

地
（
特

に
高

台
に

あ
る

観
光

ス
ポ

ッ
ト
）を

1
時

間
程

度
で

巡
れ

る
コ

ン
パ

ク
トな

ル
ー

ト
を

設
定

。
•

狭
隘

な
道

路
区

間
も

あ
り
，
切

り
回

し
や

停
留

が
グ

リ
ス

ロ
で

実
際

に
で

き
る

か
，
車

両
を

用
い

て
の

事
前

確
認

が
で

き
な

か
っ

た
た

め
，
運

行
し

な
が

ら
適

宜
見

直
し

を
行

っ
た

。

運
営

体
制

構
築

•
庁

内
で

は
，
本

格
導

入
を

前
提

に
想

定
さ

れ
る

全
関

係
部

署
に

協
力

し
て

も
ら

い
運

営
体

制
を

構
築

。
•

主
動

的
な

参
画

は
見

込
め

な
か

っ
た

た
め

，
グ

リ
ス

ロ
導

入
の

効
果

や
今

後
の

展
開

，
ま

る
ご

と
実

験
都

市
に

取
り
組

む
本

市
の

行
政

方
針

を
理

解
し

て
も

ら
い

，
で

き
る

範
囲

で
の

協
力

を
お

願
い

し
た

。

関
係

機
関

調
整

•
計

画
的

・
積

極
的

に
所

轄
警

察
署

や
県

事
務

所
に

協
議

に
赴

き
，
情

報
の

提
供

と
共

有
を

図
っ

た
。

•
ま

た
，
時

間
不

足
を

補
う
た

め
，
庁

内
の

体
制

部
局

や
タ

ク
シ

ー
協

会
に

協
力

を
お

願
い

し
た

。

利
用

者
確

保

•
町

内
会

長
を

通
し

て
の

地
元

周
知

，
チ

ラ
シ

全
戸

配
布

（
約

1
6
0
0
戸

），
テ

レ
ビ

・
新

聞
・
H
P
等

を
活

用
し

た
情

報
発

信
に

よ
り
，
広

く
利

用
を

呼
び

掛
け

た
。

•
観

光
客

へ
の

周
知

と
し

て
は

，
現

場
で

の
P
R
や

声
か

け
の

ほ
か

，
フ

ェ
イ

ス
ブ

ッ
ク

等
で

の
情

報
拡

散
の

効
果

が
大

き
か

っ
た

。

■
調

査
概

要

■
活

用
場

面
分

類

■
役

割
分

担

利
用

実
態

•
利

用
者

数
は

1
,0

7
1
人

/
2
週

間
（
1
号

車
：
3
6
9
人

/
2
週

間
，
2
号

車
：7

0
2
人

/
2
週

間
）

•
1
号

車
：
暮

ら
し

お
た

す
け

ル
ー

トの
利

用
者

は
高

齢
者

の
女

性
が

多
く
，
6
0
歳

以
上

が
7
8
％

、
女

性
が

7
8
％

が
そ

れ
ぞ

れ
占

め
る

。
中

で
も

、
7
0
歳

以
上

の
女

性
が

多
く
全

体
の

５
０
％

を
占

め
る

。
•

2
号

車
：
絶

景
お

も
て

な
し

ル
ー

トは
，
2
0
～

7
0
歳

代
の

幅
広

い
年

代
で

一
様

に
利

用
さ

れ
，
市

外
に

居
住

す
る

利
用

者
も

８
７
％

と
多

く
，
観

光
客

に
幅

広
く
利

用
さ

れ
た

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。

運
営

者
側

の
声

•
狭

い
路

地
を

通
行

で
き

，
観

光
客

や
地

元
住

民
の

移
動

手
段

と
し

て
有

効
で

あ
る

。
•

当
初

，
低

速
度

の
た

め
渋

滞
や

安
全

面
を

危
惧

し
た

が
，
狭

い
路

地
で

は
十

分
な

ス
ピ

ー
ド
で

あ
る

。
•

乗
車

定
員

が
少

な
い

た
め

，
定

期
路

線
で

は
積

み
残

し
が

懸
念

さ
れ

る
。

利
用

者
側

の
声

•
本

格
導

入
に

対
し

て
，
鞆

町
住

民
の

利
用

者
の

８
５
％

が
，
観

光
客

の
利

用
者

の
７
３
％

が
「必

要
」と

回
答

し
て

お
り
，
全

体
的

に
高

評
価

で
あ

っ
た

。
•

地
区

住
民

は
日

常
の

移
動

手
段

と
し

て
，
観

光
客

に
は

回
遊

が
広

が
る

こ
と

が
特

に
評

価
さ

れ
た

。
•

一
方

で
，
運

行
本

数
の

増
加

，
使

い
や

す
い

運
賃

設
定

，
寒

さ
対

策
等

に
関

す
る

要
望

も
あ

っ
た

。

交
通

課
題

・
環

境
課

題
へ

の
貢

献

•
鞆

地
区

に
お

け
る

地
域

（
特

に
高

齢
者

）の
移

動
支

援
や

観
光

客
の

散
策

支
援

に
対

し
て

有
効

で
あ

る
こ

と
が

確
認

で
き

，
地

元
の

本
格

導
入

へ
の

期
待

が
高

ま
っ

た
。

•
走

島
で

の
運

行
は

，
悪

天
候

（
海

岸
付

近
で

の
突

風
や

波
し

ぶ
き

）
へ

の
対

応
が

課
題

で
あ

る
。

実 証 調 査 の 成 果

事
業

ス
キ

ー
ム

構
築

•
当

初
企

画
段

階
で

の
事

業
ス

キ
ー

ム
で

の
実

施
を

想
定

し
て

お
り
，
緑

ナ
ン

バ
ー

（一
般

乗
合

旅
客

自
動

車
運

送
事

業
お

よ
び

一
般

乗
用

旅
客

自
動

車
運

送
事

業
）
で

の
交

通
事

業
者

に
よ

る
安

全
確

実
な

運
行

で
，
運

賃
は

既
存

の
バ

ス
・
タ

ク
シ

ー
と

同
様

の
金

額
を

考
え

て
い

る
。

理
解

・
周

知
の

促
進

•
グ

リ
ス

ロ
が

公
道

を
低

速
で

走
行

す
る

こ
と

が
一

般
的

に
認

知
さ

れ
る

よ
う
，
市

民
認

知
を

高
め

る
た

め
の

工
夫

や
事

例
に

つ
い

て
教

示
い

た
だ

き
た

い
。

規
制

・
ル

ー
ル

•
現

在
，
タ

ク
シ

ー
事

業
で

の
緑

ナ
ン

バ
ー

取
得

に
向

け
て

，
運

輸
局

と
調

整
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
が

，
前

例
が

な
い

た
め

難
航

し
て

い
る

。
運

輸
局

か
ら

指
摘

の
あ

る
側

面
衝

突
リ
ス

ク
の

少
な

い
運

行
ル

ー
ト
を

選
定

し
，
運

行
計

画
を

ま
と

め
る

予
定

。

イ
ン

フ
ラ

整
備

•
幅

員
狭

小
区

間
で

は
，
乗

降
場

を
設

け
る

場
合

に
離

合
の

た
め

の
待

避
所

の
設

置
が

必
要

と
な

る
が

，
こ

の
よ

う
な

環
境

整
備

へ
の

補
助

と
し

て
，
道

路
の

部
分

改
良

な
ど

を
含

め
て

ほ
し

い
。

•
凸

凹
道

で
も

ス
ム

ー
ズ

に
走

行
で

き
る

よ
う
車

両
の

改
良

（タ
イ

ヤ
を

大
き

く
，
細

く
す

る
な

ど
）や

，
航

続
距

離
（
バ

ッ
テ

リ
ー

）
や

ハ
ン

ド
リ
ン

グ
な

ど
の

動
力

能
力

の
向

上
が

必
要

。
•

乗
車

人
員

か
ら

考
え

る
と

緑
ナ

ン
バ

ー
で

の
乗

合
運

行
で

の
黒

字
化

は
難

し
い

た
め

，
導

入
コ

ス
ト
以

外
に

フ
ィ

ー
ダ

ー
補

助
の

適
用

条
件

緩
和

な
ど

運
行

費
補

助
の

拡
充

も
要

望
す

る

調
査

主
体

福
山

市
建

設
局

都
市

交
通

課

運
行

主
体

A
：
鞆

鉄
道

㈱
、
B
：
ア

サ
ヒ
タ

ク
シ

ー
㈱

、
C
：
地

元
の

運
転

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

（
高

齢
者

）

そ
の

他
観

光
ガ

イ
ド
：
福

山
観

光
コ

ン
ベ

ン
シ

ョ
ン

協
会

，
N
P
O
法

人
鞆

の
浦

振
興

事
業

団

■
今

後
想

定
し

て
い

る
事

業
ス

キ
ー

ム

道
路

運
送

法
区

分
A
：
乗

合
バ

ス
事

業
、
B
：
タ

ク
シ

ー
事

業
・
乗

合
タ

ク
シ

ー
事

業
、
C
：高

齢
者

お
出

か
け

支
援

事
業

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

平
成

3
0
年

度
実

証
調

査
と

結
果

評
価

、
そ

の
後

の
方

針
検

討
平

成
3
1
年

度
タ

ク
シ

ー
事

業
の

開
始

予
定

，
乗

合
バ

ス
事

業
の

開
始

予
定

平
成

3
2
年

度
以

降
他

地
域

へ
の

展
開

A
：
暮

ら
し

お
た

す
け

ル
ー

ト
（
１
号

車
）

B
：
絶

景
お

も
て

な
し

ル
ー

ト
（
２
号

車
）

C
：
走

島
お

で
か

け
ル

ー
ト

（
２
号

車
）

概 要

実
施

期
間

[A
-
1
（
平

地
区

）
] 

1
1
月

1
6
日

(金
)～

2
2
日

(木
)

[A
-
2
（
御

幸
地

区
）
]

1
1
月

2
3
日

(金
)～

2
9
日

(木
)

1
1
月

1
6
日

(金
)～

1
8
日

(日
)、

2
0
日

(火
)～

2
9
日

(木
)

1
1
月

1
9
日

(月
)

運
行

形
態

定
時

定
路

線
運

行
エ

リ
ア

内
の

不
定

期
運

行
・
観

光
ｽ
ﾎ

ﾟｯ
ﾄ間

の
乗

合
運

行
・
ﾃ

ﾞﾏ
ﾝ
ﾄﾞ
型

の
タ

ク
シ

ー
運

行

既
存

の
高

齢
者

お
出

か
け

支
援

事
業

の
一

環
（
車

両
を

代
替

）

運
行

本
数

、
運

行
時

刻

5
便

/
日

※
路

線
バ

ス
と

重
複

し
な

い
時

間
帯

に
運

行

9
:0

0
～

1
7
:0

0
※

利
用

者
の

要
望

に
応

じ
て

運
行

※
充

電
、
運

転
手

休
憩

等
を

含
む

8
:0

0
～

1
6
:0

0
※

利
用

者
の

要
望

に
応

じ
て

運
行

※
充

電
、
運

転
手

休
憩

等
を

含
む

導
入

車
両

ヤ
マ

ハ
ゴ

ル
フ

カ
ー

ト
（
7
人

乗
り
）

2
台

鞆
支

所

ﾊ
ﾞ
ｽ
ｾﾝ

ﾀｰ

藤
井

病
院

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ
（

高
齢

者
サ

ロ
ン

）

市
営

渡
船

場

県
営

桟
橋

（
走

島
ﾌ
ｪﾘ

ｰ
）常

夜
燈

歴
史

民
俗

資
料

館

福
禅

寺
・

対
潮

楼

医
王

寺

沼
名

前
神

社A
-
2
：

暮
ら

し
お

た
す

け
ル

ー
ト

（
御

幸
地

区
）

B
：

絶
景

お
も

て
な

し
ル

ー
ト

ふ
れ

あ
い

サ
ロ

ン
（

包
括

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀｰ

）

A
-
1
：

暮
ら

し
お

た
す

け
ル

ー
ト

（
平

地
区

）

C
-
2
コ

ー
ス

C
:走

島
お

で
か

け
ル

ー
ト

〔
唐

船
地

区
〕

〔
浦

友
地

区
〕

〔
本

浦
地

区
〕

診
療

所
公

民
館

・
ふ

れ
あ

い
プ

ラ
ザ

ﾌ
ｪ
ﾘ
ｰの

り
ば

（
走

島
ﾌ
ｪﾘ

ｰ
）

C
-
1
コ

ー
ス

〔
御

幸
地

区
〕

〔
平

地
区

〕
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▲
運
行
ル
ー
ト
A
-1
（
平
地
区
内
，
バ
ス
路
線
、
信
号
制
御
あ
り
）

▲
運
行
エ
リ
ア
A
-2
（
沼
隈
病
院
付
近
）

▲
運
行
ル
ー
ト
B
（
常
夜
灯
へ
の
メ
イ
ン
道
路
、
幅
員
は
狭
い
）

▲
運
行
ル
ー
ト
C
（
党
内
へ
の
集
落
内
の
道
路
、
幅
員
は
狭
い
）

広
報

資
料

調
査

対
象

地
域

の
様

子
実

証
調

査
の

様
子

▲
運
行
エ
リ
ア
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熊
本

県
天

草
市

基 礎 デ ー タ

自
治

体
名

熊
本

県
天

草
市

地
域

課
題

の
概

要

①
崎

津
集

落
は

、
「
長

崎
と

天
草

地
方

の
潜

伏
キ

リ
シ

タ
ン

関
連

遺
産

」の
構

成
資

産
と

し
て

、
世

界
文

化
遺

産
に

登
録

②
集

落
内

は
住

民
の

生
活

の
場

で
あ

り
、
ま

た
集

落
内

の
道

路
は

狭
い

（道
路

幅
員

6
m

）
こ

と
か

ら
、
徒

歩
や

自
転

車
に

よ
り
散

策
す

る
ル

ー
ル

を
策

定
③

観
光

客
は

集
落

入
口

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

セ
ン

タ
ー

に
駐

車
後

、
徒

歩
等

で
移

動
④

高
齢

者
や

足
の

不
自

由
な

方
、
小

さ
な

子
ど

も
に

と
っ

て
移

動
距

離
が

長
く
、
負

担
が

大
き

い
⑤

環
境

負
荷

が
少

な
く
、
集

落
保

全
等

の
観

点
か

ら
の

交
通

手
段

の
確

保
が

必
要

人
口

8
2
,7

3
9
人

人
口

密
度

1
2
1
人

/
k
m

2

65
歳

以
上

人
口

比
率

3
7
.2

%

実 証 調 査 の 概 要

地
域

区
分

中
山

間
離

島
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
都

市
部

被
災

地

移
動

区
分

生
活

交
通

観
光

交
通

実 証 調 査 実 施 に 当 た っ て の ポ イ ン ト 事 業 化 に 向 け た 課 題

低
炭

素
型

モ
ビ

リ
テ

ィ
を

活
用

し
た

世
界

遺
産

と
住

環
境

の
保

全
支

援
事

業

ル
ー

ト
等

サ
ー

ビ
ス

内
容

の
設

定

•
世

界
文

化
遺

産
登

録
に

伴
い

大
幅

に
増

加
し

た
観

光
客

、
特

に
高

齢
者

や
歩

行
に

よ
る

移
動

に
自

信
の

な
い

方
へ

の
移

動
手

段
確

保
と

し
て

実
施

し
た

。
•

定
時

バ
ス

路
線

が
運

行
す

る
区

間
で

あ
り
、
バ

ス
の

運
行

時
間

を
避

け
る

ダ
イ

ヤ
を

設
定

し
た

。

運
営

体
制

構
築

•
庁

内
で

は
、
地

元
に

精
通

す
る

観
光

振
興

課
や

地
域

公
共

交
通

の
担

当
部

署
で

あ
る

地
域

政
策

課
と

協
議

・
連

携
し

た
。

•
実

証
の

運
行

を
想

定
し

、
タ

ク
シ

ー
事

業
者

や
バ

ス
事

業
者

、
地

域
住

民
に

も
説

明
等

を
実

施
し

た
。

関
係

機
関

調
整

•
警

察
、
タ

ク
シ

ー
事

業
者

、
地

域
住

民
（
地

区
振

興
会

）と
複

数
回

協
議

を
行

い
、
関

係
性

を
構

築
し

な
が

ら
調

整
を

行
っ

た
。

•
タ

ク
シ

ー
事

業
者

に
お

い
て

は
当

初
か

ら
反

対
で

あ
っ

た
も

の
の

、
実

施
後

に
判

断
を

お
願

い
す

る
よ

う
な

交
渉

を
行

い
協

力
を

取
り
付

け
た

。

利
用

者
確

保
•

地
域

住
民

へ
は

チ
ラ

シ
を

作
成

・
配

布
（
約

3
9
0
世

帯
戸

）。
•

観
光

客
に

対
し

て
は

、
世

界
文

化
遺

産
登

録
に

よ
る

効
果

に
伴

い
多

く
が

訪
れ

る
た

め
、
現

場
で

の
P
R
や

声
か

け
な

ど
、
事

業
を

紹
介

す
る

形
で

確
保

し
た

。

■
調

査
概

要

■
活

用
場

面
分

類

■
役

割
分

担

実 証 調 査 の 成 果

事
業

ス
キ

ー
ム

構
築

•
地

元
交

通
事

業
者

や
地

区
振

興
会

、
地

元
漁

協
で

の
運

行
は

、
運

行
許

可
や

安
全

性
確

保
の

観
点

か
ら

運
行

主
体

と
な

る
こ

と
は

難
し

い
と

の
反

応
。

•
現

在
想

定
せ

れ
る

利
用

者
数

で
は

、
採

算
性

・
事

業
性

の
確

保
が

難
し

く
、
市

で
の

運
行

（無
償

に
よ

る
土

日
祝

日
の

み
な

ど
）
を

含
め

て
継

続
検

討
す

る
。

理
解

・
周

知
の

促
進

•
運

行
区

間
は

道
路

幅
員

が
狭

く
、
歩

行
す

る
観

光
客

等
が

多
い

場
合

は
対

向
車

等
も

含
め

て
危

険
な

状
況

で
あ

る
た

め
、
地

元
の

理
解

を
得

る
た

め
に

は
、
歩

行
ゾ

ー
ン

の
整

理
な

ど
が

優
先

的
に

解
決

す
べ

き
課

題
で

あ
る

。

規
制

・
ル

ー
ル

•
グ

リ
ス

ロ
利

用
料

に
関

し
て

世
界

遺
産

保
全

地
域

へ
の

寄
附

金
等

で
行

え
る

よ
う
な

仕
組

み
の

構
築

。
•

路
線

バ
ス

や
地

域
タ

ク
シ

ー
と

の
棲

み
分

け
な

ど
の

整
理

が
必

要
で

あ
る

が
、
2
0
k
m

/
h以

下
の

低
速

走
行

車
両

で
あ

る
た

め
、
エ

リ
ア

指
定

な
ど

で
道

路
運

送
法

の
規

制
緩

和
を

要
望

す
る

。

イ
ン

フ
ラ

整
備

•
狭

小
な

道
路

幅
員

に
対

し
て

、
先

ず
は

歩
行

ゾ
ー

ン
の

整
理

な
ど

が
必

要
で

あ
る

が
、
将

来
的

な
自

動
運

転
も

視
野

に
い

れ
、
今

後
検

討
し

た
い

。
•

導
入

の
際

の
環

境
整

備
に

対
し

て
、
E
V
充

電
器

や
車

庫
設

置
へ

の
補

助
の

創
設

を
要

望
す

る
。

調
査

主
体

天
草

市
総

合
政

策
部

政
策

企
画

課

運
行

主
体

天
草

市

そ
の

他
運

行
等

の
協

力
：
崎

津
タ

ク
シ

ー
、
富

津
地

区
振

興
会

■
今

後
想

定
し

て
い

る
事

業
ス

キ
ー

ム

道
路

運
送

法
区

分
未

定

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

平
成

3
0
年

度
実

証
調

査
、
調

査
結

果
の

評
価

平
成

3
1
年

度
～

事
業

化
に

向
け

た
検

討
、
体

制
整

備
等

を
行

い
、
体

制
が

整
い

し
だ

い
サ

ー
ビ

ス
提

供
開

始

■
調

査
概

要

概 要

実
施

期
間

平
成

3
0
年

1
2
月

1
1
日

（
火

）
～

1
2
月

2
4
日

（月
）

運
行

ル
ー

ト
崎

津
ガ

イ
ダ

ン
ス

セ
ン

タ
ー

～
冨

津
郵

便
局

付
近

～
崎

津
教

会
入

口
付

近
～

き
ん

つ
市

場
（
約

1
k
m

）

運
行

本
数

1
6
便

/
日

（
始

発
9
:3

0
、
終

発
1
7
:0

0
）

※
路

線
バ

ス
の

運
行

時
間

外
に

双
方

向
1
5
分

間
隔

で
運

行
（
崎

津
ガ

イ
ダ

ン
ス

セ
ン

タ
ー

発
、
き

ん
つ

市
場

発
を

そ
れ

ぞ
れ

運
行

）

運
転

手
・
天

草
市

職
員

、
崎

津
タ

ク
シ

ー
、
富

津
地

区
振

興
会

会
員

導
入

車
両

ヤ
マ

ハ
ゴ

ル
フ

カ
ー

ト
（
7
人

乗
り
）

2
台

崎
津

ガ
イ

ダ
ン

ス
セ

ン
タ

ー
（

発
着

場
所

）

き
ん

つ
市

場
（

発
着

場
所

）

崎
津

教
会

入
口

付
近

（
乗

降
可

能
場

所
）

冨
津

郵
便

局
付

近
（

乗
降

可
能

場
所

）
約

2
5
0
m

約
4
0
0
m

約
3
0
0
m

路
線

バ
ス

ル
ー

ト

利
用

実
態

•
利

用
者

数
は

7
0
6
人

/
2
週

間
（
ガ

イ
ダ

ン
ス

セ
ン

タ
ー

発
：3

9
5
人

、
き

ん
つ

市
場

発
：
3
1
1
人

）。
•

き
ん

つ
市

場
発

の
利

用
者

の
多

く
は

、
崎

津
教

会
入

口
で

乗
車

。
•

利
用

者
の

う
ち

9
割

以
上

が
観

光
客

で
あ

り
、
来

訪
者

の
約

1
7
%
が

利
用

。
•

利
用

時
間

帯
は

、
ガ

イ
ダ

ン
ス

セ
ン

タ
ー

発
で

1
0
～

1
2
時

、
1
3
～

1
6
時

が
多

い
。

運
営

者
側

の
声

•
運

行
区

間
が

短
い

た
め

、
仮

に
有

料
と

し
た

場
合

で
も

運
賃

は
安

い
設

定
と

な
る

。
•

そ
う
し

た
場

合
、
現

在
想

定
さ

れ
る

観
光

客
数

で
は

事
業

性
の

確
保

が
難

し
い

。
•

車
両

に
関

し
て

、
バ

ッ
ク

ミ
ラ

ー
や

サ
イ

ド
ミ
ラ

ー
等

、
付

属
の

装
備

を
充

実
さ

せ
て

ほ
し

い
。

利
用

者
側

の
声

•
利

用
者

の
感

想
と

し
て

、
観

光
客

・地
域

住
民

と
も

に
、
「
楽

し
か

っ
た

」
「便

利
そ

う
」
「快

適
だ

っ
た

」
な

ど
肯

定
的

な
意

見
が

多
か

っ
た

。
•

特
に

、
雨

天
時

に
歩

か
な

く
て

助
か

る
と

い
う
よ

う
な

意
見

も
多

か
っ

た
。

•
有

料
時

の
利

用
意

向
と

し
て

、
観

光
客

・
地

域
住

民
と

も
に

約
7
割

が
利

用
す

る
と

回
答

し
て

お
り
、
平

均
支

払
額

は
観

光
客

が
1
7
7
円

、
地

域
住

民
が

1
3
8
円

で
あ

っ
た

。
•

観
光

バ
ス

の
到

着
時

な
ど

、
定

時
運

行
で

な
く
オ

ン
デ

マ
ン

ド
を

求
め

る
声

が
多

数
あ

っ
た

。

交
通

課
題

・
環

境
課

題
へ

の
貢

献

•
観

光
客

な
ど

高
齢

者
や

歩
行

に
よ

る
移

動
に

自
信

が
な

い
方

へ
の

移
動

手
段

確
保

と
い

う
観

点
で

は
有

効
で

あ
っ

た
。

•
一

方
で

、
地

域
住

民
の

利
用

が
少

な
く
、
事

業
化

に
向

け
た

地
元

の
機

運
が

高
ま

っ
て

い
な

い
状

況
が

課
題

で
あ

る
。
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▲
乗
降
拠
点
と
な
る
ガ
イ
ド
セ
ン
タ
ー

▲
運
行
ル
ー
ト
（
バ
ス
路
線
）

▲
運
行
ル
ー
ト
（
左
は
バ
ス
路
線
，
右
は
車
両
侵
入
規
制
区
域
）

▲
運
行
エ
リ
ア
中
央

広
報

資
料

調
査

対
象

地
域

の
様

子
実

証
調

査
の

様
子

▲
運
行
エ
リ
ア
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■実証調査の概要  

福島県 いわき市 三重県 東員町 岡山県 備前市 広島県 福山市 熊本県 天草市 

調
査
概
要 

提案者 いわき市 （創生推進課） 東員町 （政策課） 備前市 （介護福祉課・地域福祉課・建設課） 福山市 天草市 

地域区分 都市中心部，被災地 都市郊外部，ニュータウン 中山間地 沿岸域，離島 沿岸域 

目的分類 観光振興 生活支援 生活支援 生活支援，観光振興 生活支援，観光振興 

地域概況  
 沿岸被災地に観光施設、魚市場、大型商業施

設等が立地。周辺は複数車線で幅員も広い。 

 特に今年６月に開店した大型商業施設の集客力

は高く、休日には市内からも大勢の人が来訪。 

 背後の住宅地は道路幅員が狭い。商店街内の

店舗は衣料品店や点在。交通量も多い。 

 エリア内に高速バス、路線バスの停留所有。 

 停留拠点の１つ（マリンタワー）が他拠点と離れ

ており、至るルートも見所は少ない印象。 

 
 昭和５０年代に整備された高台の住宅団地。 

 道路は碁盤目状に走り、幅員も広く見通し良好。 

 団地内は高低差があり、ゆるい傾斜が続く。 

 団地中央部にはスーパーや店舗などが集約さ

れ、小さな拠点を形成。 

 日中の交通量は比較的少ない。 

 団地内には３つのバス路線が輻輳。そのうち、町

営コミュニティバス停留所は住民の高齢化に伴

い100ｍピッチに設置。町はグリスロとの連携によ

り、路線の見直しを考えていきたいとの意向。 

 山間の集落で、集落中央を横断するように県道

が走り、その両サイドに田畑・宅地が広がる。 

 県道と並行に幹線市道が走り、それらを除くと、

集落内道路はカーブの続く１車線道が多い。 

 車両は全般的に少く、集落内の道路は歩行者や

自転車の往来がメイン。 

 人が集うような店舗等はほとんどない。 

 自宅とバス停、コミュニティサロンに加え、新たに

医院や郵便局、商店の送迎を加えたいとの意向。

【鞆の浦地域（A ルート、B ルート）】 

 地区内は旧来の地割を残す狭あいな道路から

なり、三叉路やクランク、急勾配の坂道が多い。

 観光スポットとして常夜灯や街並みの他、丘陵

部等に港を一望する眺望スポットが点在する。 

【走島地域（pC ルート）】 

 島内の集落内は比較的狭い道路からなり、特に

浦友地区の集落内は幅員 2ｍ未満と狭小。 

 古い家屋も残る沿岸集落。 

 観光客向けのリノベーションカフェや店舗が増え

つつあるが、コアエリアは集落中央部に集中。 

 生活環境を守るため、休日は集落への観光車

両の侵入を規制。観光客は集落外にあるガイド

センターに駐車し、徒歩またはサイクリングで散

策することをルール化。 

 実証調査の計画路線は既存バス路線（民間）と

同じ。およそ２時間おきに１日６往復。 

 全体的に団体旅行が多いとはいえ、平日でも個

人旅行者は 100 人近く訪れる。 

使用車種 シンクトゥギャザーeCOM-８＿１台 日立ゴルフカー（４人乗り）＿２台 YMPC ゴルフカー（７人乗り）＿２台 YMPC ゴルフカー（７人乗り）＿２台 YMPC ゴルフカー（７人乗り）＿２台 

運行形態 路線定期運行 区域運行（路線非固定・ダイヤ固定） 区域運行（路線非固定・ダイヤ固定） 路線定期運行 路線定期運行 

調査時期 

10 月 30 日～１１月 12 日 

 平常時_平日 10 月 30 日～11 月 2 日、11 月 12 日 

 平常時_休日 11 月 3 日、4 日、11 日 

 イベント時 11 月 5 日～11 月 10 日 

11 月 26 日～12 月 9 日 

10 月 29 日～11 月 10 日 

①平日 10 月 29 日～11 月 2 日、11 月 5 日～11 月 9 日 

②サロン送迎 11 月 3 日 

③市民ふれあい福祉まつり・こども応援フェスタ 11 月 10 日 

※日曜日は運行休止 

A 暮らしおたすけルート 

A-１：11 月 16 日～11 月 22 日 

A-２：11 月 23 日～11 月 29 日 

B 絶景おもてなしルート 

11 月 16 日～11 月 29 日 

C 走島おでかけルート 

11 月 19 日 

12 月 11 日～12 月 24 日 

運行ルート 
 まちなか巡回コース(約４km) 

 ちょっとおでかけコース（約７km） 

 笹尾町北部 笹尾西、笹尾東地区 

 住宅団地内の中心に位置するスーパーへの

買い物移動と近くのコミュニティバス停留所ま

での移動をデマンド型交通として実施 

① 朝便：自宅→バス停『鶴海車庫』 昼便：バ

ス停『鶴海車庫』→自宅 
※朝便は前日までのデマンド予約、昼便は予約無 

※予約に空きがある場合、地区内の医院、郵便局、

商店を目的地とする 

※バス停を優先とした予約、運行を行う 

② 自宅⇔サロン（NPO 事務所 鶴寿荘） 

③ 備前市総合運動公園内 

A 暮らしおたすけルート（A-1 約５．９㎞、A-2

約５．１㎞） 

B 絶景おもてなしルート（約２．４㎞） 

C 走島おでかけルート（C-１：約３．０㎞、C-2：

約５．４㎞） 

 﨑津集落ガイダンスセンター～きんつ市場ま

でを双方向に運行（片道約１km） 

運行時間帯 

 平日：10：10～15：45 

 土日：９：30～16：15 

※いずれも 45 分間隔運行 

 ８：３０～１６：００ 

※1 日 4 便（両地区とも） 

 始発 7:22 着～終発 13:48 着 

※朝 7 便、昼 6 便 

A 8：30～17:00 

B 9：00～17：00 

C 8：00～16：00 

 9:30～17:00 

※15 分間隔運行 

運転手 
 地元のバス運転手を配置 

 11/3 に住民ガイドによるナビゲートを実施 

笹尾東地区 

 運転手：NPO 法人 地域お助けネット 

 オペレータ：東員町役場職員 

笹尾西地区 

 運転手；自治会の中で選任 

 ・オペレータ：自治会の中で選任 

①・② ”NPO 法人スマイル・つるみ“のメンバー 

③ 備前市職員 

A バス事業者（鞆鉄道㈱） 

B タクシー事業者（アサヒタクシー㈱） 

C 地域ボランティア（ひまわり会） 

 市役所職員 

 﨑津タクシー 

 富津地区振興会会員 
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福島県 いわき市 三重県 東員町 岡山県 備前市 広島県 福山市 熊本県 天草市 

車庫  ・いわき・ら・ら・ミュウ 
 笹尾西地区 笹尾連絡所（東員町公共施設） 

 笹尾東地区 各自治会集会所（４自治会） 

①・② NPO 事務所近くの倉庫（屋根あり） 

③ 備前市総合運動公園 

A 福山地区消防組合南消防署鞆出張所 

B アサヒタクシー鞆営業所 

C 公民館・ふれあいプラザ複合施設 

 﨑津集落ガイダンスセンター 

利用者確保 

 市長記者会見 

 市公式 HP への情報掲載 

 SNS を活用した情報発信 

 地区住民への回覧 

 路線バス車内への公告掲示 

 FM いわきでの PR 放送 

 メディア報道 

 チラシ・ポスターの掲出、PR パネルの設置 

 施設での館内放送 

 利用者へのお買物券の配布（イオン） 

 世界水族館会議をはじめとする各種イベントで

の PR 

 広報とういん１１月号掲載 

 東員町ホームページに掲載 

 自治会長に利用者募集の協力依頼 

 地域内ちらし回覧、各戸配布 

 報道に投げかけ 

 鶴海地区内の全戸を対象にチラシを配布 

 NPO メンバーによる積極的な周知活動 

 備前市広報“広報びぜん”に掲載 

 市公式 HP への情報掲載 

 メディア報道 

 地域組織（町内会、観光ガイド等）との連携・

チラシ配布、乗り方教室の実施 

 「広報ふくやま」や新聞への掲載 

 SNS 等の活用 

 出発式の実施 

 世界遺産である﨑津集落を訪問する観光客

へのＨＰ及び現地での周知 

 住民へのチラシ等による周知 

効果検証 

 運行日誌 

 アンケート調査 

 周辺施設・住民等へのヒアリング 

 『いわき市次世代交通システム研究会』による

産学官連携での実証検証 

 運行日誌 

 アンケート調査 

 地域お助けネット、各自治会聞き取り 

 運行日誌 

 アンケート調査（利用者及び試乗会参加者） 

 GPS 調査（走行ルート・距離の把握） 

 運行関係者（NPO）へのヒアリング（工夫した

点、事業化に向けた課題 等） 

 運行日誌 

 アンケート調査 

 GPS 端末を活用した走行軌跡の記録・分析 

 運行日誌 

 観光客への利用者アンケート 

 住民への利用者アンケート 

主な助言・調整 

 幅員が狭く交通量の多い商店街区間について

は回避するルートを推奨（市が周遊促進を図

っている別区間へのアクセスを念頭にルート再

設定） 

 既存交通（路線バス・高速バス）との連携のた

め交通ターミナル周辺に停留所を設置 

 乗車時間の長さと観光客の移動実態を鑑み、

より短時間に周遊できる短距離周遊ルートと長

距離周遊ルートの組合せを提案 

 運行ルート沿いに住宅（駐車場）が立地してお

り、沿道住民にも情報提供しておくよう助言 

 団地規模が大きいことから、エリア及び拠点と

なるバス停を絞る必要があると助言 

 運行台数を 1 台から 2 台に変更するとともに、

笹尾東地区と西地区で運行主体を変更して

事業化の可能性を検証 

 警察署へは早めに情報提供するよう助言 

 デマンド運行における予約・配車の流れを明確

化し、マニュアル化するよう助言 

 公共交通としてのグリスロの導入可能性を検

証するよう進言（カーシェアや一般タクシー的

な運用でない、乗合での運用を推奨） 

 主な利用者である高齢者のニーズを踏まえ、

無理の無いダイヤ設定で送迎拠点を追加する

よう助言 

 送迎拠点を明確化し、具体的な送迎方法を

整理するよう助言 

 将来的に有償運送を想定するのであれば特

に、運輸局へは事前に情報提供・相談するよ

う助言 

 天候不良等で運行を休止する場合の流れに

ついて明確化するよう助言 

 幅員・段差や歩行者との輻輳の懸念につい

て、管理者調整、実走確認、地域合意が課

題であることを助言し、各種調整を支援 

 各ルートについて、ルート及びサービス内容を

調整するよう助言 

 次年度以降の本格運行（有償運行含む）を

睨みつつ、運輸支局、警察、地域と詳細を調

整することを助言 

 事故発生時や悪天候時等による運行判断な

ど、意思決定者と連絡体制を整理し、関係者

で共有するよう助言 

 路線バスとの差別化（ルート・頻度等）が課題

であることを指摘し、エリアの見直しとともに、

より事業化のイメージに近い運行方法で計画

を見直すよう助言 

 警察署へは早めに情報提供するよう助言 

 ガイド料として運賃相当を収受することは乗合

事業と見なされるため、乗合許可無く運行す

ることが難しい旨を助言 

 乗降場所設置の際は情報提供のあり方をふく

め検討するよう助言 

 駐車方法について、安全に留意した対応をと

るよう助言 

利
用
実
態 

延べ利用者

数 646 人（1 日平均 46.1 人） 
111 人（1 日平均 8.5 人） 

※笹尾東地区 25 人（1 日平均 1.9 人） 

※笹尾西地区 86 人（1 日平均 6.6 人） 

110 人（1 日平均 10.0 人） 
※11/10 試乗会の利用者（約350 人）は含まず 

1,071 人（1 日平均 76.5 人） 
※暮らしおたすけルート 369 人（1 日平均 26.3 人）

※絶景おもてなしルート 669 人（1 日平均 51.5 人）

※走島おでかけルート 33 人 

706 人（1 日平均 50.4 人） 

延べ利用者

数 ÷ （ 便 数

× 車 両 定

員） 

73.2% 
運行便限定（ネット値）：63.1% 

全便（グロス値）：38.5% 

運行便限定（ネット値）：46.2% 

全便（グロス値）：13.1% 
※催し開催時及び試乗会の利用者は含まず 

暮らしおたすけルート：91.8% 

絶景おもてなしルート：59.3% 

走島おでかけルート：42.3％ 

26.9％ 

期間中総走

行距離 
428 台・km 48 台・km 38 台・km 666 台・km 438 台・km 

ＣＯ２削減効

果 
90kg-CO2 

※乗用車との比較 
10kg-CO2 

※乗用車との比較 
8kg-CO2 

※乗用車との比較 
140kg-CO2 

※乗用車との比較 
92kg-CO2 

※乗用車との比較 

利用概況  乗車率が高く、グリスロの需要の高さが伺える

結果となった（特に土日は 90％以上と高い）。 

 アクアマリンパーク内での乗降者が大半であ

り、アクアマリンパークの観光客が周遊する際

に活用されるケースが多い。 

 モビリティに乗ること自体が観光コンテンツとな

っているケースもある。 

 積み残しが発生しており、輸送力の強化が必

要。 

 いずれの地区についても予約対応・配車につい

て問題なく対応することができた。 

 想定以上にバッテリーが持続することがわかっ

た。 

 目的地として 1 号館とバス停を設定したが、対象

が日常生活に困っている方だったこともあり、バ

ス停までの需要がなかった。 

 利用者数は、自治会の取り組み（積極さ）次第で

大きな差が出た。 

 買物、行事、通院目的での利用が多い結果とな

った。なお、同移動に関しては普段は徒歩もしく

は自家用車を利用している。 

 利用者数は予想を下回っており、一部の住民の

みの利用にとどまった。 

 一方でイベント（市民ふれあい福祉まつり・こども

応援フェスタ）での活用においては半日で約 350

人の利用があり、市民の関心の高さが伺えた。 

 利用者数の目標として、当初は 300 人程度

を見込んでいたが、好評で予想を上回る利用

があったため、途中から目標 1,000 人に上方

修正した。 

 暮らしおたすけルートについては高齢者の女

性、絶景おもてなしルートは 20～70 歳代の幅

広い年代で利用された。 

 地域（特に高齢者）の移動支援や観光客の

散策支援に対して有効であることが確認で

き，地元の本格導入への期待が高まった。 

 利用者のうち 9 割以上が観光客であり、来訪者

の約 17%が利用。 

 観光客など高齢者や歩行による移動に自信が

ない方への移動手段確保という観点では有効で

あった。 

 地域住民の利用が少なく、事業化に向けた地元

の機運の更なる向上が課題である。 
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福島県 いわき市 三重県 東員町 岡山県 備前市 広島県 福山市 熊本県 天草市 

利用者の声  本格導入を期待する声が大多数。 

 エリア内の回遊性、観光地としての魅力向上、

自家用車の稼動抑制、CO2 の削減効果など

への期待が集まっている。 

 供給量を上回る利用があり、積み残しが生じて

いる中、利用者が一度下車すると、再度乗車

することが難しい状況であった。 

 「地区の人のつながりに役立った」「知らない人と

話すようになった」という声が、ほとんどの関係者

から出た。 

 徒歩負担が大きい移動や家族に送迎してもらっ

ている移動、重い荷物を伴う移動などにおいてグ

リスロ活用の利便性が確認できた。 

 普段は徒歩なのであまり外出しないという方が、

外出する機会が増えた。 

 「荷物の置き場がもう少し欲しい」「風が入って

寒い」等の声があった。 

 利用者向けアンケートでは有償でも継続してほ

しいという回答が 8 割以上を占めた。 

 車内で会話が弾みコミュニケーションが図られ

た点、すれ違う住民と自然な挨拶ができて通

常の自動車にはない良さを感じたという意見が

寄せられた。 

 防寒対策、前日予約制の改善、シートベルトの

設置などに検討の余地がある。 

 全体的に高評価。 

 本格導入へ前向きな意見が多く、利用者からの

期待が感じられた。 

 地区住民は日常の移動手段として、観光客には

回遊が広がることが特に評価された。 

 運行本数の増加、使いやすい運賃設定、寒さ対

策等に関する要望もあった。 

 走島においては悪天候への対応（突風・波しぶ

き）が課題。 

 観光客・地域住民ともに、「楽しかった」「便利

そう」「快適だった」など肯定的な意見が多か

った。雨天時に歩かなくて助かるというような

意見も多かった。 

 有料時の利用意向として、観光客・地域住民

ともに約 7 割が有償でも利用すると回答。 

 観光バスの到着時など、定時運行でなくオン

デマンドを求める声が多数あった。 

メディア紹介  新聞：福島民報、福島民友、いわき民報、河

北新報、共同通信等 

 テレビ：NHK、福島中央テレビ 

 その他：FM いわき 

 新聞：毎日新聞 

 テレビ：ラッキータウン TV 

 新聞：山陽新聞 

 テレビ：山陽放送、瀬戸内海放送、テレビせと

うち 

 新聞：中国新聞、山陽新聞 

 テレビ：NHK、中国放送、広島ホームテレビ、

テレビ新広島 

 新聞：熊本日日新聞 
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【参考】ルート概要 

福島県 いわき市 三重県東員町 岡山県 備前市 広島県 福山市 熊本県 天草市 

  

 
① 運行ルート（右上が乗降拠点の一つである観光施設） 

 
② 運行ルート（大型商業施設北側） 

 
 ③ 運行ルート（三崎公園・マリンタワーへのルート） 

 
④ 高速バスターミナル（高速バスとの乗降拠点） 

 
 ① 送迎の目的となるスーパー 

 
 ② 運行ルート（最も太い幹線道路，バス路線） 

 
 ③ 運行ルート（団地中心エリア，沿道には店舗が立地） 

 
 ④ 運行ルート（団地内道路，比較的狭い道） 

① 運行ルート（県道，バス路線，右側は閉店したＧＳ） 

 ② 運行ルート（集落内道路，比較的広い道） 

 ③ 運行ルート（集落内道路，比較的狭い道） 

④ 運行ルート（集落内道路，比較的広い道） 

① 運行ルート A-1（平地区内，バス路線、信号制御あり） 

② 運行ルート A-2（沼南病院付近） 

③ 運行ルート B（常夜灯へのメイン道路、幅員は狭い） 

④ 運行ルート C（島内の集落内の道路、幅員は狭い） 

① 乗降拠点となるガイドセンター 

② 運行ルート（既存バス路線でもある） 

③ 運行ルート(左)（右側は生活道のため車両規制中） 

④ 実証調査エリア集落全景 
 
 

① 

② 

③ 

←④ 

― 運行予定ルート（提案時） 

①→ 

② 

③ 

④ 

― 運行予定ルート（提案時） ― 運行予定エリア（提案時） 

① 

② ③ 
④ 

① 
② 
③ ④ 

― 運行予定エリア（提案時） 
①   運行ルート A（提案時） 

  運行ルート B（提案時） 

  運行ルート C（提案時） 

 

② 

③ 

④ 
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■アンケート調査結果の概要 
 福島県 いわき市 三重県 東員町 岡山県 備前市 広島県 福山市 熊本県 天草市 目的別地域小計 

５地域合計 
運行目的 観光交通 生活交通 生活交通 

生活交通 

（鞆の浦，走島） 

観光交通 

（観光客のみ） 

生活交通 

（住民のみ） 

観光交通 

（観光客のみ） 

生活交通 

（東員，備前，福山，天草）

観光交通 

（いわき，福山，天草）

利用者 

性別 

     

利用者 

年齢 

     

利用者 

運転免

許 

取得状

況 

  

   

 

利用者 

居住地 

     

利用者 

支払意

思 

 
※金額は選択式  

 
※金額は選択式 

 バスやタクシーと比

べて高くてもよいと答

えた利用者はわずか

0.5%。 

 一方、安い方がよいと

答えた利用者は約

70%。 

 バスやタクシーと比

べて高くてもよいと答

えた利用者は約３%。 

 一方、安い方がよいと

答えた 利用者は 約

55%。 

※金額は自由記述 ※金額は自由記述 ※東員町・福山市を除く ※福山市を除く ※東員町・福山市を除く

まとめ 

 性別・年齢別利用者が

ばらついており、多様な

層が利用している 

 大半が市内在住者 

 有償時の支払意思額

は 100 円程度 

 高齢者の利用が多い 

 他地区と比較して男性

の利用が多い 

 全 員 が 市 内 在 住 者

（会員制のため） 

 高齢・女性の利用が

多い 

 全員が市内在住者

（会員制のため） 

 有償時の支払意思額

は 100 円程度 

 高齢・女性の利用が多

い 

 運転免許未取得者の

利用が多い 

 他の生活交通と比較し

て市外居住者の利用

が多い 

 性別・年齢別利用者が

ばらついており、多様な

層が利用している 

 大半が市外在住者 

 利用者の半数以上が

高齢者で女性が多い 

 利用者の半数以上の

支払意思額が 100 円

以上で、100～200 円

未満が最も多い 

 一方、約３割が無償で

の利用を期待している

 性別・年齢別利用者が

ばらついており、多様な

層が利用している 

 大半が市外在住者 

 全体の約８割の利用者

が支払意思額100 円以

上を示し、そのうち約１割

が 300 円以上である 

 利用者の約９割が60歳

以上で、免許非保有者

の割合も高い 

 全体の半数以上の利用

者が 100～200 円未満

でのサービス提供を希

望している 

 利用者の性別・年齢は

分散傾向にある 

 生活交通と同様、全体

の半数以上の利用者が

100～200 円未満を希

望しているが、無償を希

望する声は生活交通よ

りも少ない 

 観光交通利用者が多

く、全体としては世代が

概ね等分に分散 

 全体の５割強が 100～

200 円未満を希望 

 一方、２割弱が無償で

の利用を期待している 

男性

44%女性

55%

無回答

1%

男性

73%

女性

27% 男性

40%
女性

60%

男性

17%

女性

83%

男性

37%

女性

63%

男性

34%

女性

66%

男性

48%
女性

52%

無回答

0%

男性

42%
女性

58%

男性

42%

女性

57%

無回答

1%

男性

43%

女性

57%

無回答

0%

10代

2%

20代

8%
30代

19%

40代

15%50代

13%

60代

16%

70代

15%

80代

以上

2%
無回答

10%

20代

1%

40代

1%

60代

24%

70代

57%

80代

以上

17%

30代

3%

60代

13%

70代

34%

80代

以上

50%

10代

1%

30代

4%

40代

4% 50代

6%

60代

13%

70代

38%

80代

以上

34%

10代

3%

20代

12%
30代

11%

40代

17%50代

21%

60代

20%

70代

14%

80代

以上

2%

10代

3%

20代

0%

30代

5%

40代

5%

50代

18%

60代

32%

70代

24%

80代

以上

8%

無回答

5%

10代

2.8%

20代

9.6%
30代

14.8%

40代

16.1%50代

18.7%

60代

16.8%

70代

12.3%

80代

以上

1.8%

無回答

7.1%

10代

0.6%

20代

0.3%
30代

2.9% 40代

1.9%
50代

3.9%
60代

18.4%

70代

40.9%

80代

以上

30.6%

無回答

0.6%

10代

2.2%

20代

10.1%30代

14.7%

40代

15.4%
50代

17.4%

60代

18.2%

70代

15.0%

80代

以上

2.2%

無回答

4.7%

10代

2.3%

20代

7.7% 30代

12.4%

40代

13.2%
50代

15.7%

60代

17.1%

70代

18.1%

80代

以上

7.6%

無回答

5.8%

返納前

76%

返納済

7%

未取得

17%
返納前

36%

返納済

5%

未取

得

54%

無回答

5%

返納前

81%

返納済

13%

未取得

2%

無回答

4%

返納前

76%

未取得

21%

無回答

3%

返納前

52.0%

返納済

4.9%

未取得

39.5%

無回答

3.5%

返納前

81.5%

返納済

12.6%

未取得

1.9%

無回答

4.0%

返納前

70.6%

返納済

9.8%

未取得

15.9%

無回答

3.8%

市内

84%

市外

11%

無回答

5%

市内

100%

市外

0%

市内

100%

市外

0%

市内

58%

市外

42%

市内

13%

市外

77%

無回答

10%

市内

100%

市外

0%
市内

7%

市外

84%

無回答

9%

市内

83%

市外

17% 市内

32%

市外

60%

無回答

8%

市内

41%
市外

52%

無回答

7%

無料がよい

16%

100円

61%

200～300円

16%

その他

7%

無料がよい

18%

100円

61%

200～300円

18%

その他

3%

無料がよい

31%

100円未満

3%100～200円

未満
39%

200～300円

未満
16%

300～500円

未満
3%

500円以上

3%

その他

5%

無回答

0%

無料がよい

19%

100円未満

3%

100～200円未満

46%

200～300円

未満
18%

300～500円

未満
5%

500円以上

4%

その他

2%
無回答

3%

無料がよい

22%

100～200円

未満

55%

200～300円

未満

17%

その他

6%

無回答

0%

無料がよい

17%

100～200円

未満

54%

200～300円

未満

17%

その他

10%

無回答

2%

無料がよい

18%

100～200円

未満

54%

200～300円

未満

17%

その他

10%

無回答

1%
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■ヒアリング結果の概要 （〇；よい点，●；気になる点，課題） 
 福島県 いわき市 三重県 東員町 岡山県 備前市 広島県 福山市 熊本県 天草市 まとめ 

運行目的 観光交通 生活交通 生活交通 
生活交通 

（鞆の浦，走島） 

観光交通 

（観光客のみ） 
生活交通，観光交通 ― 

利用者の声 

○景色を楽しめた、開放的 

○便利・面白い 

○回遊性の向上・観光地の価値向

上に繋がることを期待 

○移動自体が楽しい 

●車両内が常時混雑しており、乗り

たいのに乗れなかったり、途中で

降りにくかったりする状況 

●便数・ルート・停留所位置につい

ては改善が必要 

●他の車両との速度差が気になる 

●車両のモーター音が気になる 

○重い荷物を持っている際や、徒歩

では遠い距離を移動する際に助

かる 

○静か、乗り心地が良い 

○車内での会話が弾む、外出機会

が増える 

○近所のつながりがもてる 

●重い荷物（灯油缶など）を運ぼうと

すると車両スペースが狭い 

●寒さ対策が必要 

●道路の凹凸が体に響く 

●速度が少し遅い 

○車内での会話が弾む、外出機会

が増える 

○便利・面白い 

○景色を楽しめた 

○乗り心地が良い 

○車高が低く乗りやすい 

●寒さ対策が必要 

●前日予約制の改善（当日受付な

ど） 

●シートベルトの設置を望む 

●無料だと心苦しい（有料希望） 

○全体的に低評価項目が少ない 

○乗り降りしやすい 

○安心感がある 

○乗り心地が良い 

○スピードがちょうど良い 

○デザインがかわいい 

〇市が車両調達して地元が運転す

るお出かけ支援で利用したい 

●「窓がないこと」による気温・雨・風

などの影響（寒さ対策等） 

●離島では海岸付近での悪天候時

の対応に不安が残る 

○全体的に低評価項目が少ない 

○乗り降りしやすい 

○安心感がある 

○乗り心地が良い 

○スピードがちょうど良い 

○デザインがかわいい 

○ドライバーとのコミュニケーションに

好感がもてる（毎年来たい） 

●事故に対する不安がある 

○乗っていて楽しい 

○便利 

○乗り心地が良い 

○ドライバー・ガイドと話をしながら移

動できる 

○雨天時の移動手段として優れる

●客が多いときは随時運行が良い

●寒さ対策が必要 

○運行目的によらず、利便性の高さ

や景色を楽しめる点、乗り心地が

良い点については評価が集中した

○生活交通においては車内での会

話、車内と車外の間での会話が

弾む点がメリットとして挙げられた

●寒さ対策についてはいずれの地

域でも課題として挙げられた 

△速度の遅さについては地域によっ

て評価が分かれたが、グリスロ単

体の速度だけでなく、他の車両と

の速度差を懸念する声があった

運行事業

者の声 

○生活の足として活用している例も

見受けられ、生活交通の足として

の活用の可能性も伺える 

○運転手のモチベーションにつなが

る 

●バッテリーが重く、バッテリー交換

要員を常駐させる必要があった 

○オペレータから運転手への連絡・

やり取りについては特に問題なく

実施できた 

○運転手のモチベーションにつなが

る 

○事業化するのであれば有償で運

行したい 

○運転手のモチベーションにつなが

る 

●需要が増えると現行体制ではデ

マンド型での運行が難しい（予約

受付体制が整わない） 

●自動車利用者が多く、公共交通

への関心を引き出しきれなかった 

○当初低速による影響を危惧して

いたが、狭い路地では十分なスピ

ードであるという意見が多数 

○運転手のモチベーションにつなが

る 

●高齢者の移動支援としては路線

定期では乗車人数が少ない 

●乗車定員が少ない 

○運転手のモチベーションにつなが

る 

●駐車待機場所に困ることがある 

●更なる広報が必要 

●運行区間が短く事業性が低い 

○従業員（運転手）のモチベーショ

ンに繋がる点に評価が集中した 

●グリスロの輸送力の低さに起因す

る収益性の低さについては課題と

して捉えている事業者が多い 

運転手の

声 

○利用者に「ありがとう」等の声をか

けていただくことが通常業務では

少なく、モチベーションになった 

●バッテリーの持久力が悪く運転に

気を遣った 

●走行時のモーター音が気になっ

た 

●見所が少ない区間はもう少しスピ

ードが出たほうが良いと感じた 

○運転が楽しい 

○想定以上にバッテリーが持続する 

〇利用者宅やルートに不安があった

が、問題なく運行できた 

〇車内のみならず、すれ違う人との

挨拶が増えた 

●暑さ、寒さへの対策が不十分 

●雨よけがビニールだと長期的な利

用は困難 

●車両の操作に慣れるまで大変 

○すれ違う住民と自然な挨拶がで

きる 

○利用者に喜んでもらえてやりがい

を感じた 

○地域に役立っていることが明確に

感じられた 

○地元が盛り上がる 

○車幅等のサイズは当地に適当 

●窓が無いため冬、夏、雨、雪の日

などお客様に対して快適でない 

●実運行・維持管理面での車体に

係る懸念あり（車高や内輪差，防

水処理ハンドルの位置など） 

○観光貸切ならよいかもしれない

（季節的に運行が厳しい時期もある）

○狭い路地では十分なスピード 

○地元が盛り上がる 

○速度も適当で中心部も問題無し

●窓が無いため冬、夏、雨、雪の日

などお客様に対して快適でない 

●実運行・維持管理面での車体に

係る懸念あり（車高や内輪差，防

水処理ハンドルの位置など） 

●車両の操作に慣れるまで大変 

○利用者や地域とのコミュニケーシ

ョンが運転手のモチベーションに

繋がる点に評価が集中した 

●暑さ・寒さ・雨対策については課

題として捉えている運転手が多い

●車両の操作に慣れるまで時間が

かかるという意見も複数地域で寄

せられた 

△速度については評価が分かれた

が、ルート設定が適切であれば課

題とならない可能性が伺える 

自治体の 

感想 

○地区内の車両利用抑制に繋がる

取組み 

○回遊性を確保する手段としての

有効性が伺える 

●需要に見合ったサービス提供が

課題 

●運行の担い手探しが課題 

○グリスロ導入をきっかけに将来の

足の確保について地域で話し合う

きっかけとなった 

○地区の人とのつながりに役立つ 

●走行音が静かで接近していること

が伝わりにくい 

●車両が軽自動車より弱く事故に対

する懸念がある 

○地域住民のおでかけの利便性が

向上 

○生活の質が向上（外出機会の拡

大、コミュニケーションツールとし

ての有効性） 

○介護予防効果が期待される 

●運行の担い手探しが課題 

○高齢者の移動支援に対して有効

○これほど地域から喜ばれる行政

施策であり、行政職員としてもやり

がいがある 

●離島においては悪天候（海岸付

近での突風や波しぶきなど）への

対応が課題 

○観光客の散策支援に有効 

○利用者の満足度が高い 

●歩行する観光客が多い場合の共

存が課題 

●運行の担い手探しが課題 

○利用者の意見がいずれの地区も

概ね肯定的であり、地域課題の

解決に資する交通手段であること

は多くの地区で確認された 

○コミュニケーションツールとしての

有効性を認識する声が複数あり

●車両そのものへの課題はあまり挙

げられておらず、運行計画の改善

や事業スキームの具体化の部分

で課題を挙げた地域が多い 

まとめ 

○積極的な広報により多くの利用者

が確保できた 

●想定以上の需要により、計画時に

想定した運用がなされない部分も

あり、他の交通手段による地域課

題解決も含めた検討が必要 

○介護までは不要だが移動に困る領

域における導入の有効性が伺えた 

〇団地内での共助を推進するコミュ

ニティツールとしての活用に期待 

●車両性能の面でクリアすべき課題

が多く挙げられており、別車両(ヤ

マハ車両等)でも実証調査が実施

できるとよい 

○コミュニケーションや外出機会の

拡大への波及効果が確認され、

福祉事業との親和性が伺えた 

〇車両自体が有する移動ツールとし

て以上の付加価値を確認できた 

●今後の事業化を検討する上で、

利用者確保や担い手側の体制構

築に課題が残る 

○全体的に低評価の項目が少な

く、住民・観光客共に必要と評価

○狭い路地が広がる地域での生活交

通としての運用の有効性が伺えた

●乗車定員の少なさと、悪天候へ

の対応（特に離島において）に関

しては課題が残る 

○全体的に低評価の項目が少な

く、住民・観光客共に必要と評価

○全事業の中でも最も利用が多かっ

た路線であり、狭い路地が広がる観

光地での運用の有効性が伺えた 

●駐車待機場所など、運行部分以

外の車両の配置についても今後

検討が必要 

○観光客や高齢者、雨天時の移動

などにおいて有効性が伺えた 

●地域住民の利用が少なく、かつ

事業化に向けた地元の機運の更

なる向上が課題 

― 
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3.8 報告会の実施 

3.8.1 実施目的 

調査期間中に顕在化した課題及び今後の課題について国土交通省と地域が共有する場を設けるこ

とで、グリーンスローモビリティの今後の普及・推進に向けた実効的な方針検討の際に活用するとと

もに、地域のモビリティ政策に対する今後の国からの支援のあり方について検討する上での基礎情

報とした。 

併せて、グリーンスローモビリティ活用を進めている自治体同士のコミュニティ形成のきっかけ

作りとしても活用した。 

 

3.8.2 実施概要 

実施概要は以下の通り。 

 

1) 日時 平成 31 年 2 月 12 日（火） 15:00～17:30 

2) 場所 TKP 虎ノ門駅前カンファレンスセンター 

3) 次第 

15:00 開 会 

     挨拶 国土交通省 

     関係者紹介 国土交通省 

15:10 国土交通省実証調査結果報告（いわき、東員、備前、福山、天草） 

16:10 エコモ財団実証調査結果報告（横浜、輪島、松江） 

16:50 休憩 

17:00 意見交換 

17:25 閉会 

     挨拶 国土交通省 
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4. グリーンスローモビリティの普及・推進に向けた検討 

4.1 先行事例の調査 

エコモ財団による「地域内や観光地における電動小型低速車の活用に向けた実証実験」の対象地域

における実証調査の概要、工夫点及び課題についてヒアリング調査を行い把握した。対象地域は以下

の 3 地域とした。次頁に取りまとめ結果を示す。 

 

表 調査対象地域 

実証地域 提案者 

横浜市金沢区富岡西（神奈川県） 京浜急行電鉄株式会社 

輪島市（石川県） 輪島商工会議所 

松江市（島根県） エコ×ユニバーサルな松江のまちづくりを考える会 
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■
実

証
実

験
の

概
要

 

 

神
奈

川
県

 
横

浜
市

（
金

沢
区

富
岡

西
）
 

石
川

県
 
輪

島
市

 
島

根
県

 
松

江
市

 

実 験 概 要 

提
案

者
 

京
浜

急
行

電
鉄

株
式

会
社

 
輪

島
商

工
会

議
所

 
エ

コ
×

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

な
松

江
の

ま
ち

づ
くり

を
考

え
る

会
 

地
域

区
分

 
都

市
郊

外
部

，
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
 

市
街

地
 

郊
外

部
，

住
宅

団
地

 

目
的

分
類

 
生

活
支

援
 

観
光

振
興

 
生

活
支

援
・
観

光
振

興
 

地
域

概
況

 

 対
象

地
は

、
経

済
成

長
期

に
、

電
鉄

沿
線

へ
整

備
さ

れ

丘
陵

型
の

住
宅

地
。
急

勾
配

の
坂

、
狭

隘
な

道
も

多
い

。
 

 路
線

バ
ス

の
走

行
エ

リ
ア

が
限

ら
れ

る
た

め
交

通
空

白
地

域
が

存
在

し
、
高

齢
化

に
伴

い
移

動
弱

者
が

増
加

。
 

 公
共

交
通

需
要

の
更

な
る

低
下

も
見

込
ま

れ
，

既
存

サ

ー
ビ

ス
水

準
の

維
持

が
難

し
く
な

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

る
。
 

 本
市

は
観

光
地

で
あ

る
が

市
内

の
移

動
手

段
が

脆
弱

で
、
観

光
客

の
滞

在
時

間
が

短
く
な

っ
て

い
る

。
 

 高
齢

化
に

伴
い

市
民

の
移

動
手

段
確

保
も

課
題

。
 

 こ
れ

ら
の

交
通

問
題

に
対

応
す

る
た

め
平

成
2
6

年
度

よ

り
電

動
カ

ー
ト
の

公
道

走
行

を
行

っ
て

い
る

が
、
ド
ラ

イ
バ

ー
の

育
成

、
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
 

 対
象

地
は

、
昭

和
5
0

年
代

以
降

、
中

心
市

街
地

か
ら

約

3
km

の
高

台
に

造
成

さ
れ

た
３
つ

の
住

宅
団

地
。
 

 団
地

の
間

に
は

小
さ

な
生

活
拠

点
と

し
て

、
食

料
品

店
や

A
T
M

、
喫

茶
店

、
福

祉
施

設
等

が
集

積
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し

か
し

、
団

地

と
高

低
差
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あ

り
、
ク

ル
マ

を
所

有
し

な
い

高
齢

者
に

と
っ

て
は

移
動

が
大

き
な

負
担

と
な

っ
て

い
る

。
 

実
験

の
ね

ら
い

 

 電
動

小
型

低
速

車
の

地
域

住
民

の
移

動
支

援
に

役

立
つ

モ
ビ
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テ

ィ
で

あ
る

の
か

を
検

証
 

①
 輪

島
自

動
車

学
校

に
お

け
る

グ
リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ

テ
ィ

運
転
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修
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ラ
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び
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議
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の
運

転
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
有

効
性

を
検

証
 

②
 輪

島
シ

ル
バ

ー
人

材
セ

ン
タ

ー
派

遣
ス

タ
ッ

フ
や

地

元
住

民
な

ど
の

ド
ラ

イ
バ

ー
の

活
用

可
能

性
を

検
証

 

③
 地

域
の

多
様

な
事

業
主

体
へ

の
モ

ビ
リ
テ

ィ
運

行
事

業
の

拡
大

を
検

討
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さ

な
拠

点
か

ら
1
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圏
内

の
３
団

地
に
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い

て
、
グ
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ー
ン

ス
ロ
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ビ
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ィ
に

よ
る

交
通

弱
者

に
対

す
る

移
動

支
援

の
有

効
性

を
検

証
 

 期
間

中
に

開
催

さ
れ

る
イ

ベ
ン

ト
な

ど
に

合
わ

せ
、

観
光

振
興

や
地

域
交

流
の

促
進

等
を

目
的

と
す

る
グ

リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
活

用
の

有
効

性
を

検
証

 

実
証

内
容

 

 ル
ー

ト
は

，
路

線
バ

ス
運

行
頻

度
の

補
完

，
斜

面
移

動

の
支

援
や

買
い

物
客

の
支

援
を

目
的

と
し

て
設

定
。

 

ル
ー

ト
名

 
富

岡
第

一
地

区
 

富
岡

第
三

地
区

 

路
線

長
 

約
3
.7

ｋ
ｍ

 
約

5
.4

ｋ
ｍ

 

運
行

回
数

 
1
7

回
/
日

 
1
3

回
 

運
行

間
隔

 
約

2
5

分
 

約
3
0

分
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

①
 輪

島
綜

合
自

動
車

学
校

に
お

け
る

グ
リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
運

転
研

修
の

実
施

 

②
 ド

ラ
イ

バ
ー

育
成

研
修

受
講

者
に

よ
る

グ
リ
ー

ン
ス

ロ

ー
モ

ビ
リ
テ

ィ
試

験
運

転
 

③
 輪

島
K
A
B
U
L
E
T
（
社

会
福

祉
法

人
 
佛

子
園

）
の

ス

タ
ッ

フ
に

よ
る

グ
リ
ー

ン
ス

ロ
ー

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

試
験

運

転
及

び
輪

島
あ

か
り
人

（
観

光
案

内
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
）
 

 移
動

交
通

に
対

す
る

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

た
め

、
運

行

前
の

事
前

住
民

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

 

 全
域

で
の

デ
マ

ン
ド
運

行
を

最
終

目
的

と
し

な
が

ら
、

①

体
験

型
プ

レ
運

行
、

②
定

路
線

循
環

運
行

、
③

デ
マ

ン
ド
運

行
の

３
ス

テ
ッ

プ
で

実
証

実
験

を
実

施
。

 

 利
用

ニ
ー

ズ
へ

即
座

に
応

対
で

き
る

よ
う
、
基

地
局

は
常

時

車
両

の
位

置
・乗

車
状

況
を

確
認

で
き

る
仕

組
み

を
構

築
。
 

使
用

車
両

 
日

立
ゴ

ル
フ

カ
ー

（
４
人

乗
り
）
＿

２
台

 
Y
M

P
C

ゴ
ル

フ
カ

ー
（
４
人

乗
り
・
７

人
乗

り
）
＿

各
３
台

 
Y
M

P
C

ゴ
ル

フ
カ

ー
（
４
人

乗
り
・
７

人
乗

り
）
＿

各
１
台

 

運
行

形
態

 
定

路
線

巡
廻

 
定

路
線

循
環

型
 

定
路

線
循

環
型

か
ら

デ
マ

ン
ド
型

へ
 

調
査

時
期

 
1
0

月
2
9

日
～

1
1

月
1
8

日
 

7
月

2
1

日
～

8
月

2
4

日
，
1
1

月
1

日
～

1
月

3
1

日
 

9
月

2
日

～
1
2

月
1
6

日
 

運
転

手
 

 京
急

文
庫

タ
ク

シ
ー

 
 輪

島
商

工
会

議
所

 
他

 
 社

会
福

祉
法

人
み

ず
う

み
 

他
 

特
徴

的
な

取
組

 

 協
働

・
共

有
型

モ
ビ

リ
テ

ィ
（
電

動
カ

ー
ト
）
の

運
行

情

報
を

，
買

物
バ

ス
や

路
線

バ
ス

の
運

行
情

報
と

統
合

し
，
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
を

構
築

 

 乗
客

は
事

前
に

会
員

登
録

し
，

乗
降

位
置

等
デ

ー
タ

集
積

の
た

め
IC

カ
ー

ド
を

活
用

。
 

 ド
ラ

イ
バ

ー
育

成
を

目
的

に
、

運
転

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

運

転
講

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

発
。

 

 運
転

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

商
工

会
議

所
内

ド
ラ

イ
バ

ー
向

け

に
作

成
し

て
い

た
も

の
で

、
本

実
証

に
よ

り
他

地
域

に
も

展
開

が
可

能
な

レ
ベ

ル
の

完
成

度
に

至
っ

て
い

る
。

 

 期
間

中
、

団
地

内
以

外
に

も
松

江
城

内
や

地
域

イ
ベ

ン
ト
で

の
実

証
走

行
な

ど
、
多

様
な

利
用

法
を

検
証

。
 

 車
内

に
市

販
の

ウ
ェ

ブ
カ

メ
ラ

や
G
P
S
、
A
Iス

ピ
ー

カ
ー

等
を

搭
載

し
、

基
地

局
と

結
ぶ

こ
と

で
、

予
約

ニ
ー

ズ

に
即

座
に

応
対

で
き

る
よ

う
独

自
シ

ス
テ

ム
を

開
発

。
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4.2 グリーンスローモビリティの活用場面 

今回の実証調査による結果・知見をもとに、グリーンスローモビリティの活用の適性が高い地域・

場面について、次頁にとりまとめ結果を示す。このように、グリーンスローモビリティの導入効果は、

個別地域課題への対応だけに留まらず、交通手段の確保を基軸としつつも多岐に渡る地域課題に対

応し得る可能性を有している。 
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表
 

グ
リ

ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
活
用
の
適
性
が
高
い
場
面
（

地
域

課
題

と
効

用
）

 

地
域

課
題

 
地

域
特

性
等

 
機

能
・
導

入
効

果
 

発
揮

さ
れ

る
優

位
性

と
そ

の
対

象
 

適
性

が
高

い
場

面
 

優
位

性
 

対
象

者
 

地
域

区
分

 
対

象
交

通
 

Gr
ee

n 
Slo

w 
Sa

fe
ty

 S
ma

ll 
Op

en
 

利 用 者 

運 転 者 

運 営 者 

沿 線 地 域 

都 市 部 

ニ ュ ー タ ウ ン 

低 密 市 街 地 

中 山 間 地 

離 島 
生 活 交 通 

観 光 交 通 

1
 

交
通

 

手
段

 

確
保

 

■
公

共
交

通
サ

ー
ビ

ス

が
十

分
行

き
届

い
て

い
な

い
地

域
 

○
道

路
が

狭
小

で
一

般
車

両
の

進
入

が
困

難
な

地
域

 

・
公

共
交

通
空

白
地

を
解

消
 

・
フ

ァ
ー

ス
ト
／

ラ
ス

ト
マ

イ
ル

の
移

動
手

段
を

確
保

 

 
 

 
●

 
 

●
 

 
●

 
●

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

 

○
需

要
低

密
で

公
共

交
通

の
確

保
維

持
が

困
難

な
地

域
 

・
交

通
事

業
者

単
独

で
の

対
応

困
難

 

・
地

域
主

体
の

対
応

困
難

（
高

齢
化

） 

・
地

域
住

民
が

主
体

と
な

っ
た

運
営

が
し

や
す

い
移

動
手

段
 

・
運

転
が

シ
ン

プ
ル

で
安

全
性

が
高

い
 

・
構

造
が

シ
ン

プ
ル

な
た

め
故

障
が

少
な

い
 

●
 

●
 

●
 

 
 

●
 

●
 

●
 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
 

■
短

距
離

、
ち

ょ
い

乗
り
の

移
動

手
段

が
望

ま
れ

る
地

域
 

・
き

め
細

か
な

路
線

・
乗

降
場

所
の

設
定

に
よ

り
歩

行
を

支
援

、
地

域
内

回
遊

を
向

上
 

 
●

 
 

●
 

 
●

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

■
ガ

ソ
リ
ン

ス
タ

ン
ド
の

な
い

地
域

 
・
家

庭
内

電
源

で
充

電
可

能
、

場
所

を
選

ば

ず
導

入
可

能
 

●
 

 
 

 
 

 
 

●
 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 

■
公

共
交

通
に

対
す

る
地

域
意

識
の

喚
起

が
望

ま
れ

る
地

域
 

・
気

軽
に

楽
し

く
利

用
が

で
き

、
利

用
意

欲
を

喚
起

 

・
身

近
で

親
し

み
が

わ
き

や
す

く
、

主
体

的
関

与
の

意
識

を
喚

起
 

 
●

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

 

2
 

福
祉

 

対
策

 

■
高

齢
化

が
進

展
す

る

地
域

 

○
足

腰
の

弱
い

高
齢

者
の

生
活

交
通

が
必

要
な

地
域

 

・
高

齢
者

が
利

用
し

や
す

い
移

動
手

段
 

・
乗

降
が

し
や

す
い

 

・
き

め
細

か
な

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
可

 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
 

 
●

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

○
高

齢
者

の
福

祉
対

策
の

充
実

が
必

要
な

地
域

 

・
高

齢
者

の
健

康
増

進
、

介
護

予
防

に
貢

献
 

・
外

出
機

会
・
交

流
機

会
を

創
出

 

・
運

転
者

等
の

運
営

関
与

で
活

動
機

会
を

創
出

 
 

●
 

●
 

●
 

 
●

 
●

 
 

●
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 
 

3
 

地
域

 

活
力

維
持

 

■
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

・
活

性
化

が
望

ま
れ

る
地

域
 

・
車

内
で

の
乗

客
同

士
、

乗
客

と
車

外
の

人
々

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
誘

発
 

●
 

●
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 
 

●
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

 

・
イ

ベ
ン

ト
時

の
移

動
、

回
遊

を
支

援
 

 
●

 
 

●
 

●
 

●
 

 
 

●
 

 
 

 
 

●
 

●
 

4
 

観
光

 

振
興

 

■
観

光
振

興
が

望
ま

れ

る
地

域
 

○
回

遊
性

を
高

め
る

移
動

手
段

が
望

ま
れ

る
地

域
 

・
点

在
す

る
観

光
ス

ポ
ッ

ト
の

回
遊

喚
起

 

・
坂

道
等

に
よ

る
徒

歩
の

抵
抗

感
を

緩
和

 
 

●
 

 
●

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

 
●

 

○
ア

メ
ニ

テ
ィ

性
の

高
い

移
動

手
段

が

望
ま

れ
る

地
域

 

・
新

規
性

が
あ

り
乗

る
こ

と
自

体
を

楽
し

め
る

、

利
用

し
た

く
な

る
移

動
手

段
 

 
 

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

 
●

 
 

●
 

5
 

環
境

 

対
策

 

■
環

境
負

荷
軽

減
や

エ
ネ

ル
ギ

ー
対

策
が

望
ま

れ
る

地
域

 
・
電

動
で

環
境

に
や

さ
し

い
移

動
手

段
を

実
現

 

・
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
に

よ
り

C
O
2

フ
リ
ー

の
移

動
手

段
を

実
現

 

●
 

 
 

 
 

 
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
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4.2.1 「交通手段確保」の視点での有効な活用場面 

■ 公共交通サービスが十分行き届いてない地域での活用 

○ 道路が狭小で一般車両の進入が困難な地域 

グリーンスローモビリティは、同等の乗車定員の一般車両と比べて車両が小型（Small）である

ため、道路幅員が狭小で、これまでコミュニティバスや乗合タクシーが進入できなかった地域にお

いても乗り入れが可能である。このような地域においてグリーンスローモビリティの活用は有効

であり、公共交通空白地の解消や既存バス停からのファースト／ラストマイルの移動手段確保の

ためのモビリティとして適している。 

福山市の事例では、一般車両の乗り入れ困難な道路が多く存在する、古い町並みが残る地域や漁

村集落、離島において、地区内の中心地やバスセンター、フェリー乗り場を連絡する移動手段とし

てグリーンスローモビリティを活用し、利用者や地域住民等から好評を得ている。 

また、備前市の事例のように、一定エリアに集落が点在し、かつ地区内の道路が狭小な中山間地

等の地域では、便利でかつ効率的な運行とするため、固定ルートを持たず予約があった時だけ予約

のあった場所だけを連絡する地区運行のデマンドサービスとすることも有効である。 

 

表 車両寸法の比較 

 一般車両 グリーンスローモビリティ 

セダン型 

乗用車 

セダン型 

タクシー 

ミニバン 

（セレナ） 

YMPC 

（4 人乗り） 

YMPC 

（7 人乗り） 

日立 

（4 人乗り） 

全 長 4,590ｍｍ 4,695ｍｍ 4,685ｍｍ 3,120ｍｍ 3,960ｍｍ 3,100ｍｍ 

全 幅 1,695ｍｍ 1,695ｍｍ 1,695ｍｍ 1,330ｍｍ 1,330ｍｍ 1,210ｍｍ 

 

 一般車両 グリーンスローモビリティ 

小型バス 

（ポンチョ） 

ハイエース 

ワゴン 

ヴェルファイヤ eCOM8 

（10 人乗り）

eCOM10 

（16 人乗り）

全 長 6,990ｍｍ 5,380ｍｍ 4,935ｍｍ 4,405ｍｍ 4,995ｍｍ 

全 幅 2,080ｍｍ 1,880ｍｍ 1,850ｍｍ 1,900ｍｍ 2,000ｍｍ 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 

Green Slow Safety Small Open 

利
用
者 

運
転
者 

運
営
者 

沿
線
地
域 

都
市
部 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

低
密
市
街
地 

中
山
間
地 

離
島 

生
活
交
通 

観
光
交
通 

   ●  ●  ● ●  ● ● ● ●  
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○ 需要低密で公共交通の確保維持が困難な地域 

中山間地や人口低密な市街地などでは、地域公共交通のニーズはあるものの需要量は低密で収

益性が低く、また人材不足も伴い、交通事業者自らが単独で地域公共交通を運行することが困難な

ケースが多くみられる。このため、自家用有償旅客運送等により NPO 法人や地域団体等が公共交

通の新たな担い手として運行を行うケースも増えつつある。 

このような状況のもと、グリーンスローモビリティは最高速度 20 ㎞未満と低速（Slow）である

ことから重大事故の危険性が極めて低く（Safety）、高齢者にとっても安全・安心に運転が可能と

いうメリットがある。また、電気自動車であることから、環境に優しい（Green）ことはもとより、

通常のガソリン車等の内燃機関車両に比べて構造がシンプルで部品も少ないため、故障が少ない

といったメリットがあるほか、運転操作方法も明快といった特徴がある。さらには既存施設の電源

を活用することが可能であり、ガソリンスタンド等への燃料補給のための回送が不要というメリ

ットがある。 

このように、グリーンスローモビリティはドライバー確保や運用面での優位性を有しており、地

域公共交通を担う新たな輸送サービスとして大きな魅力を有していると考えられる。今回の実証

調査においても、調査事例 5 地域中 4 地域（東員町、備前市、福山市（走島）、天草市）が交通事

業者や地方自治体以外がグリーンスローモビリティの運行を担っており、グリーンスローモビリ

ティに対する地域の期待の高さが伺える。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 

Green Slow Safety Small Open 

利
用
者 

運
転
者 

運
営
者 

沿
線
地
域 

都
市
部 

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン 

低
密
市
街
地 

中
山
間
地 

離
島 

生
活
交
通 

観
光
交
通 

● ● ●   ● ● ●    ● ● ●  
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■ 短距離、ちょい乗りの移動手段が望まれる地域での活用 

グリーンスローモビリティは、「Slow」であることから長距離区間の輸送には時間を要するため

適さないが、逆に短距離の移動や特定地域内の移動、すなわち歩行を支援するモビリティとしての

適性が高く、フリー乗降や短い区間での乗降場所の設定に優位である。また、「Small」で細街路も

含めた運行が可能でもあることから、地区内のどこからどこまでの移動にも対応できるような、き

め細かいフレキシブルな運行サービスに優位であると考えられる。 

今回の実証調査では、ルート長が片道 1～3 ㎞程度の定路線運行（いわき市、福山市、天草市）、

あるいは 1～1.5 ㎞四方の地域内の区域運行（東員町、備前市）が主となっており、目的地までの距

離が 1 ㎞未満の移動の支援が主となっている。東員町の例では、徒歩では身体的負担が大きい移動

や家族に送迎してもらっている移動、重い荷物の持っての移動などにおいて、グリーンスローモビ

リティの活用が有効であることが確認されている。 

 

表 実証調査の運行路線の状況 

 運行路線状況 主要目的地までの最大移動距離 

 路線名等 路線長・区域規模 区間 区間長 

いわき市 まちなか巡回コース 一周約 4ｋｍ 交通ターミナル～いわき・ら・ミュウ 約 600ｍ 

ちょっとおでかけコース 一周約 7ｋｍ いわき・ら・ミュウ～三崎公園 約 2,200ｍ

東員町 （区域運行） 約 1.5ｋｍ×約 1.0ｋｍ 縁辺部～中心部（スーパー） 約 950ｍ 

備前市 （区域運行） 約 1.0ｋｍ×約 1.1ｋｍ 縁辺部～バス停 約 800ｍ 

福山市 暮らしおたすけルート ①往復約 5.9ｋｍ 

②往復約 5.1ｋｍ 

縁辺部～中心部（バスセンター）

縁辺部～中心部（バスセンター）

約 2,300ｍ

約 1,200ｍ

絶景おもてなしルート 一周約 2.4ｋｍ 観光案内所～常夜燈 

常夜燈～医王寺 

約 600ｍ 

約 400ｍ 

走島おでかけルート ①往復約 3.0ｋｍ 

②往復約 5.4ｋｍ 

縁辺部～フェリーのりば 

縁辺部～フェリーのりば 

約 1,300ｍ

約 2,700ｍ

天草市 ｶﾞｲﾀﾞﾝｽｾﾝﾀｰ～きんつ市場 片道約 1 ㎞ ｶﾞｲﾀﾞﾝｽｾﾝﾀｰ～教会入口 約 650ｍ 

 

【活用の適性が高い場面】 
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■ ガソリンスタンドのない地域での活用 

グリーンスローモビリティは電動自動車（Green）であり、家庭用コンセントでの充電が可能であ

るため、中山間地域等のガソリンスタンドがない、あるいは撤退した地域や、離島等のガソリン価

格が割高な地域での活用は有効である。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 
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●       ●    ● ● ● ● 

 

■ 公共交通に対する地域意識の喚起が望まれる地域での活用 

グリーンスローモビリティは、後述の通り「Slow」で「Open」、「Green（走行音が小さい）」と

いう特徴から利用者や沿線の人々のコミュニケーションを誘発しやすいほか、ゆっくりと街並みや

行き交う人々を見ながら、あるいは風や音、においなどの街の表情や四季を感じながら、ゆったり

と楽しく利用できるという特徴がある。今回の実証調査においても、各地で「乗って楽しい」とい

う利用者の声が多く聞かれ、好意的に受け止められる傾向が確認されている。このようにグリーン

スローモビリティは、一般車両と違った車両の魅力を有しており、気軽に楽しく利用できる新たな

モビリティとして、地域住民や観光客が「乗ってみたい」と感じる、利用意識を喚起するモビリテ

ィとしての可能性を有している。 

また、上記の魅力は、ドライバーや運行主体側にも影響を与え、前述のようにドライバー確保や

運用面などの機能面での優位性とともに、身近で親しみやすいといった魅力から、多様な関係者の

主体的関与の意識を喚起することも期待される。 

今回の実証調査では、ドライバーや運行主体側も利用者に喜んでもらえる、地域に役立っている

との実感から、やりがいを感じる事例（備前市、福山市等）や、実証調査後に地域から自らの主体

的関与による本格導入を強く要望する事例（備前市、福山市等）があることからも、グリーンスロ

ーモビリティに対する地域の期待が伺える。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 
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4.2.2 「福祉対策」の視点での有効な活用場面 

■ 高齢化が進展する地域での活用 

○ 足腰の弱い高齢者の生活交通が必要な地域 

グリーンスローモビリティは乗降ドアがなく「Open」である上に低床であることから、足腰の弱

い高齢者にとっても利用しやすいモビリティであるという特徴を有している。また、前述の通り、

公共交通空白地の解消や既存バス停からのファースト／ラストマイルの移動手段確保のためのモ

ビリティとして適しているほか、坂道も含めた短距離の移動支援としての適性も高く、中山間地や

離島、オールドニュータウンなどの高齢化が進展する地域における生活交通としての適性が極め

て高い。 

今回の実証調査においても、生活交通として活用した事例（東員町、備前市、福山市）では、利

用者の多くが高齢者であり、日常生活を支える移動手段としての有効性が確認されている。 

また、観光地における高齢者に配慮したモビリティとしての適性も高く、徒歩での移動が比較的

困難な高齢者の移動を支援し、福山市や天草市の事例のように、高齢者の観光回遊を促す（あきら

めさせない）モビリティとしての活用も期待される。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 
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   ● ● ●   ●  ● ● ● ● ● 

 

○ 高齢者の福祉対策の充実が必要な地域 

グリーンスローモビリティは、上述のように高齢者の生活交通としての活用に適しており、その

ことにより高齢者の外出機会を確保し、買物・通院・会合などの活動を通じて多くの人と交流する

機会を創出する。このことは高齢者の健康増進や介護予防に結びつき、結果的にグリーンスローモ

ビリティは単なる移動手段としてだけではなく、高齢者福祉の充実に貢献するモビリティである

といえる。 

また、グリーンスローモビリティは、定年退職後のアクティブシニア（東員町、備前市）もドラ

イバーや運営者として関与しやすく、そのことにより高齢者の社会貢献活動とやりがいを創出す

ることにも結び付いている。このようにグリーンスローモビリティは、利用者側・運営者側の双方

の面から高齢者福祉に貢献するモビリティであるといえる。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 
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 ● ● ●  ● ●  ●  ● ● ● ●  
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4.2.3 「地域活力維持」の視点での有効な活用場面 

■ 地域コミュニティの維持・活性化が望まれる地域での活用 

グリーンスローモビリティは「Open」という特徴を持ち、一般車両のような密室ではなく、車内

（乗車客）と沿道とが遮断されていない。また、「Slow」で「Green（走行音が小さい）」という特

徴もあって、利用者は徒歩や自転車と同様に街並みを観察することができるほか、行き交う人々と

会話を楽しみ、自然にコミュニケーションをとることが可能である。車内においても同様であり、

「Small」で「Green（走行音が小さい）」であることに加え、前後の仕切りがないため、乗客同士の

会話がしやすく、コミュニケーションを誘発する効果が期待される。 

今回の実証調査においても、各地で「車内で会話が弾む」、「多くの人と話ができて楽しい」、

「ドライバー・乗客とすれ違う住民と自然に挨拶をかわせる」といった声が聞かれ、また「地域の

コミュニティ形成に役立つ」と認識した地域（東員町、備前市、福山市）も多い。さらに備前市の

事例では、スポーツ公園での地域イベント時に駐車場とイベント会場とを連絡する手段として活

用した結果、子供や高齢者、家族連れなど多様な世代の多くの人々に利用されており、好評を得て

いる。 

このように、グリーンスローモビリティは単なる移動手段としてだけではなく、地域住民等のコ

ミュ二ケーションを誘発し、地域コミュニティを活性化するツールとしての効果も期待される。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 
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4.2.4 「観光振興」の視点での有効な活用場面 

■ 観光振興が望まれる地域での活用 

○ 回遊性を高める移動手段が望まれる地域 

グリーンスローモビリティは、「Small」で「Slow」であることから、狭い路地を通行して歩行

者の回遊を支援するモビリティとして有効であり、観光スポットが点在する、あるいは駐車場から

観光スポットまで徒歩では多少抵抗を感じるような場所での活用に適している。また、グリーンス

ローモビリティが点在する観光スポットを連絡することで、観光客が知らなかった場所や、わかり

づらい場所を案内することも可能になる。 

例えば、福山市では歴史ある町並みが残り神社仏閣や観光資源が点在する地域においてグリー

ンスローモビリティを活用しており、メインスポットから山の中腹にあり坂道を通行して行く絶

景ビュースポットなどを連絡する等、観光客の回遊性を高め、多くの観光客に利用され好評を得て

いる。また、天草市の例では、駐車場から主要観光施設までの距離が約 650ｍであり、雨の日や高

齢者などの移動に比較的困難を感じる場合など、観光客や地元住民の移動を支援するモビリティ

として活用し、利用者から好評を得ている。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 
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○ アメニティ性の高い移動手段が望まれる地域 

グリーンスローモビリティは「Open」で「Slow」であることから、利用者は街並みや風景をゆっ

くり眺めることができるほか、風やにおい、街の雰囲気等を体全体で感じることができる、あるい

は周辺の自然と一体感を感じることができるモビリティであり、観光客に楽しさや心地よさを与

えることができるモビリティであるといえる。さらには、福山市の事例のように観光ガイドを添乗

させることにより、観光客への魅力を向上させることも可能である。 

また、上記のような乗り心地と、一般車両と異なる外観や新規性・アトラクション性を兼ね備え

ており、観光客が「乗ってみたい」、「乗って楽しい」と感じることができ、乗ること自体が目的

となり観光資源となり得るモビリティであることが特徴である。 

例えば、いわき市の事例では観光地を周遊するモビリティとして活用したところ、当初の想定に

反して、大半の利用者が途中下車せず一周乗車しており、移動としての利用ではなく、乗ること自

体を楽しむアトラクションとして利用されている。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 
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4.2.5 「環境対策」の視点での有効な活用場面 

■ 環境負荷軽減やエネルギー対策が望まれる地域での活用 

2015 年に締結されたパリ協定に基づき、世界的枠組みで 21 世紀後半には温室効果ガス排出の実

質ゼロを目指す中で、グリーンスローモビリティは CO2 排出量の少ない低炭素型モビリティ（Green）

であり、その普及推進が望まれる。また、再生可能エネルギーの活用も求められる中、グリーンス

ローモビリティ（電動小型バスタイプ）はソーラーパネル充電装置をオプションで設置可能であり、

晴れた日にはバッテリーの約半分の電力を走行しながら補うことが可能であることから、地域での

エネルギーの地産地消に貢献するモビリティであるといえる。 

 

【活用の適性が高い場面】 

発揮される優位性とその対象 適性が高い場面 

優位性 対象者 地域区分 対象交通 
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4.3 導入・事業化に向けた検討課題 

今回の実証調査による結果・知見をもとに、グリーンスローモビリティを公共交通として導入・事

業化する際の検討課題を以下に整理する。 

なお、グリーンスローモビリティの導入にあたっては、基本的にはコミュニティバスやデマンド交

通と同様の手続きを取るため、地域公共交通全般に言える課題を含むことになる。ここでは、地域公

共交通全般的な課題ではなく、車両の特性によって付加的に配慮しなければならない課題を中心に

整理している。 

 

表 グリーンスローモビリティの導入・事業化に向けた検討課題一覧 

  

３）持続可能な事業スキーム設定 ① 道路運送法 準拠

② 地域の主体性の喚起

③ 運営体制・仕組みの構築

④ 利⽤促進策 実施

４）普及・推進に向けた取り組み ① 市⺠認知 向上

② 規制・ルール⾯での配慮

③ インフラ整備

④ ⾞両管理等 ⽅法周知 簡易化

⑤ ⾞両 設備充実 普及促進

(1) ⾛⾏路 乗降場所 改善
(2) 転回場所の確保
(3) ⾞両保管場所、充電設備の確保

２）地域特性 ⾞両特性 踏   
サービス内容の設定

① 運⾏地区 運⾏   

② ダイヤ

③ 運賃

④ ドライバー研修

(1) 他の公共交通との整合
(2) ⼀般交通への配慮
(3) 通⾏可能箇所 選定
(4) 需要量  配慮

(1) 航続距離 考慮
(2) 他の公共交通との整合

(5) ⻑距離輸送 回避

⑤ 関係者間の調整

１）導⼊⽬的の明確化 ① 政策課題と導⼊のねらい

② 関連計画との整合・位置づけ

③ 事業化 念頭 置  実証調査 実施
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4.3.1 個別の検討課題 

1) 導入目的の明確化 

① 政策課題と導入のねらい 

グリーンスローモビリティは、公共交通として活用可能な新たな低炭素型モビリティであり、

様々な地域課題の解決の可能性を有している。しかしながら、その新規性や特異性から、導入す

ること自体が目的化することが懸念される。 

グリーンスローモビリティの活用に際しては、交通やまちづくりに係る地域課題の解決に向

けて、その優位性・特性がどう活かされるのかを十分に検討した上で、有効なモビリティとして

判断・選択することが肝要である。 

 

② 関連計画との整合・位置づけ 

グリーンスローモビリティの活用は、地域課題の解決を目的とすべきであり、地方公共団体等

の上位計画（総合計画等）や関連計画（交通、環境、福祉等の個別計画）と整合し、かつ計画の

実現を後押しするものであることが求められる。 

また、多くの場合、地域公共交通網の一部としての活用が想定されることから、適宜、地域公

共交通網形成計画等にグリーンスローモビリティに期待する役割や位置づけを明示し、地域全

体での地域公共交通体系の構築を進めることが望まれる。 

 

③ 事業化を念頭に置いた実証調査の実施 

グリーンスローモビリティのようなこれまでに導入されていない乗り物を導入する場合、実

証調査等によるフィージビリティの確認が重要となる。一方で実証調査を実施するためには相

応の費用や期間が必要となることから、今後の事業化に向けて有意義な情報やデータを確保で

きるよう、実証調査準備は入念に行われる必要がある。 

例えば、十分な情報を確保するための事前の認知・周知の徹底（より多くの利用者に乗っても

らうための広報活動やイベント、地域での説明等）が必要となる。また、実証調査後に円滑に事

業化へのステップを踏むことができるよう、事業化の際の実施主体や役割分担を実証調査着手

時点から明確化するとともに、事業化に向け実証調査内で検証すべき事項についても予めリス

トアップしておくことが重要である。 

 

2) 地域特性・車両特性を踏まえたサービス内容の設定 

① 運行地区・運行ルート 

(1) 他の公共交通との整合 

グリーンスローモビリティの運行地区やルートの設定に当たっては、既存の路線バス等のサ

ービス状況に十分配慮し、ルートの重複・競合を回避するとともに、相互に補完して相乗効果を

発揮し、地域公共交通網としての利便性・効率性を向上させるべく配置することが望まれる。 

このため、既存路線バス等と連絡し補完するファースト／ラストマイルのフィーダー交通と

しての活用の他、必要に応じて既存バス路線の再編（一部区間をグリーンスローモビリティに代

替させて、きめ細かいルート設定をするなど）も視野に入れて、地域公共交通網の一部としての

配置を検討することが重要である。 
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また、既存の交通事業者や地域住民・関係者等との協議・調整が必要である。 

(2) 一般交通への配慮 

グリーンスローモビリティは、「Slow」という特徴を有しているため、交通量が多く走行速度

の速い幹線道路等での導入は不向きであり、他の一般交通に悪影響を及ぼすことが危惧される。

ルート設定を行う際には、道路交通の円滑性や安全性の確保に十分留意する必要があるほか、交

通管理者、道路管理者等との協議・調整が必要である。 

また、「Open」という特徴から、一般車の走行速度の速い道路では、一般車がグリーンスロー

モビリティの横を高速で追い越す際に、グリーンスローモビリティの乗客が危険を感じてしま

うことにも留意が必要である。 

(3) 通行可能箇所の選定 

グリーンスローモビリティは、「Small」という特徴を有しており、幅員狭小な道路でのルー

ト・エリア設定が可能であることが優位性の一つではあるものの、幅員が極めて狭小な道路では

車両制限令による制約があることから道路管理者等との協議・調整が必要である。また、幅員狭

小な道路では、車両の通行が可能であっても、ドライバーの運転技術によっては危険が伴うこと

が想定される。そのほか、対向車とのすれ違いや歩行者・自転車の通行空間の確保、さらには沿

道建物の出入り口の近接状況（人と車両の接触が危惧）など、ルート・エリア設定に際しては安

全確保に十分配慮することが必要であり、備前市の事例のように、予め通行する道路・通行しな

い道路を設定しておくことも有効である。また、道路の段差や曲がり角など、実際に通行可能か

を検証し、必要に応じて道路改良も必要であることを認識しておくことが重要である。そのほか、

福山市（走島）の事例のように、海岸部等での突風や波しぶき等による影響もルート設定に当た

って考慮しておく必要がある。 

なお、「Slow」という特徴を踏まえ、物理的に通れる・通れないという観点のみでなく、例え

ば交通量の多い幹線道路の走行・横断は避ける、交通事故が多発する箇所は避けるなど、交通管

理者、道路管理者や地域関係者等との協議・調整を行いながら、安全確保に十分配慮したルート・

エリアを設定することが重要である。 

 (4) 需要量への配慮 

グリーンスローモビリティは、「Small」という特徴を有しているため、先述の通り、幅員狭小

な道路での運行が可能になるなど、きめ細やかなサービスが可能であるが、一方で車両定員は多

くないため、大量輸送には不向きである。このため、他の交通手段で運行する、あるいはグリー

ンスローモビリティによる高頻度運行を行うといったことを検討し、需要量に応じたサービス

とすることが必要である。 

(5) 長距離輸送の回避 

グリーンスローモビリティは、「Slow」という特徴を有しているため、先述の通り、他の一般

交通への影響に配慮が必要なほか、長距離の輸送では通常車両に比べて時間を要するため不向

きな場合が多く、一定のエリアでのきめ細やかなサービスを基本として扱うことが望ましい。 

 

② ダイヤ 

(1) 航続距離の考慮 

グリーンスローモビリティを高頻度で運行させる場合、満充電での航続距離に留意し、必要に
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応じて日中の充電も考慮しつつ、ダイヤを設定することが重要である。なお、乗車人数や勾配の

有無により航続距離が変動する点にも留意する必要がある。 

(2) 他の公共交通との整合 

先述の通り、グリーンスローモビリティの導入に当たっては、既存の路線バス等のサービスと

の重複・競合を回避することが重要であり、仮に同一ルートの運行とせざるを得ない場合におい

ても、ダイヤ空白での導入を検討するなどの配慮が必要である。 

また、他の地域公共交通との乗り継ぎに配慮したダイヤ設定も重要であり、既存の交通事業者

や地域住民・関係者等との協議・調整が必要である。 

 

③ 運賃 

地域公共交通として収受する運賃は、既存バス等の運賃との関係性に配慮することが重要で

あり、また収益性に配慮しつつも利用しやすい運賃設定も考慮することが望まれる。 

 

④ ドライバー研修 

グリーンスローモビリティは通常の乗用車と比較して運転時の車両感覚や操作方法が若干異

なるほか、走行速度の異なる一般車両や自転車、歩行者と共存しながら、安全に道路を走行する

ことが求められる。このため、ドライバーとなる人材は予めメーカー等による運転者講習を受講

し、安全運転に必要な知識や技術を取得しておくことが求められる。 

 

⑤ 関係者間の調整 

グリーンスローモビリティの導入に際しては、通常の地域公共交通と同様に、地域の住民・関

係者との密な連携のもとで、よりニーズに即したサービスを検討していくことが重要であり、さ

らには地域の積極的・主体的な関与を促し、効果的・効率的でかつ持続性の高い地域公共交通と

していくことが極めて重要である。 

また、円滑かつ確実な事業化のためには、グリーンスローモビリティが普及途上にあり、各地

域での導入実績も極めて少ないことにも配慮し、導入の構想・計画段階から、積極的に既存の交

通事業者、道路管理者、交通管理者、あるいは運輸支局等の関係機関と協議・調整を行うことが

必要である。 

 

3) 持続可能な事業スキーム設定 

① 道路運送法の準拠 

地域公共交通としてグリーンスローモビリティを導入する場合、道路運送法に準拠して事業

化することが基本であり、一般乗合旅客自動車運送事業、一般乗用旅客自動車運送事業、自家用

有償旅客運送による運行形態が考えられる。そのほか、「道路運送法における許可又は登録を要

しない運送の態様について」（平成 30 年 3 月 30 日、自動車局旅客課長）で規定されている許

可・登録を要しない運送の態様による導入も考えられ、地域に最も適した運行形態を検討するこ

とが必要である。 

グリーンスローモビリティは、特にバス事業者やタクシー事業者が対応できない領域も含め

てカバーできる交通手段であることから、多様な主体が事業主体になり得る。事業主体選定にあ
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たっては、道路運送法上での位置づけに留意の上、企画・構想段階からの巻き込みを積極的に図

り、事業スキームを組み立ていくことが重要である。 

 

② 地域の主体性の喚起 

グリーンスローモビリティはその車両特性から、基本的に少量輸送であり、必然的に収益性が

弱い傾向にあるため、効果的・効率的でかつ持続性の高い地域公共交通として維持していくため

には、地域住民・関係者の積極的・主体的な関与が極めて重要である。地域団体等により地域で

グリーンスローモビリティを運営する場合は、地域住民の積極的な利用や地域内での利用の声

かけはもとより、地域の共助、すなわち運行や管理を担うなど、自らの移動手段を自らが主体と

なって維持・確保するという意識を醸成することも極めて重要である。 

 

③ 運営体制・仕組みの構築 

上記の通り、グリーンスローモビリティを地域公共交通として活用する場合、必然的に収益性

が弱い傾向にあるため、単独の交通事業としての成立が難しいことが想定される。この傾向は需

要低密な場所での地域公共交通全般に当てはまることではあるが、グリーンスローモビリティ

ではその傾向が極めて強く、グリーンスローモビリティが必然的に抱える大きな課題といえる。 

このため、既定の法制度に準拠しつつも、事業スキームの工夫が求められ、地方自治体におい

ては公共交通担当部局のみならず、環境・福祉・商工等の関与による地域課題解消への総合的な

対応が必要である。また、地域住民・関係者や交通事業者、市民団体や環境・福祉・商工等の事

業者など、多様な関係者の連携により、単独の交通事業として捉えるのではなく、移動手段の確

保がもたらす効用に着目して、多面性を有する事業としての展開を検討することが重要である。 

 

④ 利用促進策の実施 

地域公共交通全般に当てはまることではあるが、利用者を獲得し、維持・定着させるためには、

ニーズに即したきめ細やかな運行サービスとともに、広報・PR や利用のきっかけづくり、お得

感のある付加サービスの提供など、利用を促進するための方策を積極的に講じる必要がある。 

とりわけ、グリーンスローモビリティは車両の新規性・特異性から、高齢者を中心として乗る

ことを恥ずかしがる人や、地域の共助による運行である場合には利用することを申し訳なく感

じる人も少なからず存在するため、グリーンスローモビリティが一般的なモビリティとして地

域に認識され、利用してもらうことに存在意義があることの意識を醸成するなど、利用に対する

抵抗感を払拭するための対応を検討することも重要である。 

 

4) 普及・推進に向けた取り組み 

① 市民認知の向上 

グリーンスローモビリティの普及・推進のためには、このような小型電動低速車両が地域公共

交通として一般公道を走行することの意義や、既存の一般車両と共存する新たなモビリティで

あることについての市民の理解を深め、導入に対する違和感や抵抗感を払拭するなど、社会受容

性を高めることが極めて重要である。 

このため、全国的にグリーンスローモビリティの導入意義を積極的にアピールするとともに、
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全国各地での実証調査やシンポジウム等を継続的に実施することにより、グリーンスローモビ

リティの露出を高め、市民にとって身近なモビリティの一つであることの認識を高める活動を

継続的に展開することが重要である。 

 

② 規制・ルール面での配慮 

グリーンスローモビリティの地域公共交通としての導入は緒についたばかりであり、導入事

例も少ないことから、地域公共交通として道路運送法上の手続きを行う際には前例がないため、

他の一般車両に比べて手続きが難航・長期化することが想定される。また、今後新たに開発され

る車両については、その都度、一般公道を走行するためのその保安上の検査等をクリアする必要

があるとともに、道路運送法上の手続きにおいても難航・長期化することが想定される。 

このような状況の中、広く一般にグリーンスローモビリティが普及することが最も望まれる

が、その過渡期においても、関係各者がグリーンスローモビリティの導入意義を理解し、導入の

促進に向けて、関係者が一丸となって協調し、配慮することが重要である。 

 

③ インフラ整備 

(1) 走行路、乗降場所の改善 

グリーンスローモビリティの運行ルートは、「Small」であることの優位性を活かして、道路

幅員が狭小な地域での活用が想定されるが、対向車とのすれ違いや乗降・待機場所での後続車の

追い越しに必要な空間を確保するための道路改良も視野に入れておくことが必要である。また、

既存のインフラを前提としたルート設定だけではなく、必要に応じて部分的な拡幅や路面改良

（段差解消）、坂道の平地境界部の角度緩和（車両の底擦り解消）等の道路改良も視野に入れて、

導入可能空間の拡大、快適性の向上に努めることが望まれる。 

なお、これらの道路改良は、グリーンスローモビリティが「Small」であることから、小規模な

工事で対応可能である場合が多いと想定されることも、優位性の一つと考えられる。 

(2) 転回場所の確保 

安全確保のため、実車走行中でのバック走行は回避することが求められるため、運行ルートの

端部や盲腸部等では転回場所を確保する必要があり、必要に応じて既存施設の敷地を活用する

などの対応を検討することが求められる。 

(3) 車両保管場所、充電設備の確保 

グリーンスローモビリティは、「Open」という特徴を有しているため、車両の保管場所として

は、車両を傷めないために雨や雪を凌ぐ屋根のある施設が望ましく、また防犯への配慮も重要で

ある。 

また、充電設備も必要であり、各車両が必要とする電源（200V コンセント等）を確認の上、

場合によっては新たにコンセントを設置する等の対応が必要であるとともに、砂塵・潮風・降雨

の影響を回避することも認識しておくことが重要である。 

なお、車両保管場所（充電設備）は、効率的な運行（回送を削減）や日中の充電対応に備え、

運行ルート上あるいは近接した場所での確保が望ましい。 
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④ 車両管理等の方法周知・簡易化 

グリーンスローモビリティ車両の保有・管理は、通常の自動車と同様の扱いではあるが、普及

途上であり一般に馴染みが薄いため、その方法等が十分に理解されておらず普及の妨げになる

ことが懸念される。そのため、メーカーや行政等で相談窓口を設置して事前確認を推進すること

や、広報・PR を充実させることを検討することが求められる。 

なお、車検や定期点検については、車両メーカーによって異なることが想定されるため、導入

を検討する際には、メーカーへの事前確認を促すとともに、メーカーのよる広報・PR を充実さ

せることを検討することが求められる。 

 

⑤ 車両の設備充実、普及促進 

グリーンスローモビリティは、電動であることから通常のガソリン車に比べて部品数が少な

く故障の頻度が少ないこと、運転もシンプルに行えるといった特徴があるものの、例えば充電時

間の短縮や航続距離の増加（バッテリーや充電設備の機能向上）等、導入適地の拡大や快適性の

向上といった面からの車両機能・設備の高度化も求められる。このため、車両の普及と併せて、

必要最低限の車両機能の向上を促進するととともに、量産化に伴う車両価格の低廉化も視野に

入れて普及を促すことが重要である。 
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5. グリーンスローモビリティを普及啓発するためのシンポジウムの開催 

 

地方公共団体等関係者のグリーンスローモビリティの導入意義や利点の理解など効率的な普及啓

発につなげることを目的に、基調講演やこれまでのグリーンスローモビリティの活用事例紹介などを

内容としたセミナーを開催するため、セミナーの企画、準備、有識者の招聘、関係者の事前調整、結

果とりまとめ等の一切の業務支援を行った。 
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5.1 シンポジウムの開催 

シンポジウムを以下の通り開催した。 

 

表 シンポジウム実施概要 

会 議 名 グリーンスローモビリティシンポジウム～Green! Slow! Safety! Small! Open! 地域を

開くNew Public Mobility!!~ 

日  時 平成30年6月25日（月）14:00～17:00 

実施主体 国土交通省（後援：（公財）交通エコロジー・モビリティ財団） 

場  所 大田区産業プラザPiO 

議  題 開会挨拶 

基調講演① 東京大学大学院 新領域創成科学研究科 鎌田実 教授 

基調講演② (公財)交通エコロジー・モビリティ財団 圓山博嗣 交通環境対策部長 

活用事例① 輪島商工会議所 里谷光弘 会頭 

活用事例② 京都府建設交通部交通政策課 小林豊 課長 

活用事例③ 株式会社桐生再生 清水宏康 代表取締役 

パネルディスカッション「地域を開く！グリーンスローモビリティの可能性について」

パネリスト：名古屋大学大学院 環境学研究科 加藤博和 教授 

      大分県姫島エコツーリズム推進協議会 寺下満 会長 

      東京都豊島区都市整備部 原島克典 参事 交通・基盤担当課長事務取扱 

      ﾔﾏﾊﾓｰﾀｰﾊﾟﾜｰﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ株式会社 雄谷誠祐 取締役ゴルフカー事業推進部長 

      株式会社シンクトゥギャザー 宗村正弘 代表取締役 

      (公財)交通エコロジー・モビリティ財団交通環境対策部 熊井大 課長 

コーディネーター： 国土交通省総合政策局環境政策課 三重野真代 課長補佐 

「グリーンスローモビリティポイント集」と実証調査地域募集の説明 

      国土交通省総合政策局環境政策課 三重野真代 課長補佐 

閉会挨拶 
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5.2 シンポジウム開催報告の作成 

5.2.1 開催概要 

1) 基調講演 

基調講演として、東京大学大学院 鎌田実教授及び公益財団法人交通エコロジー・モビリティ財団 

圓山博嗣交通環境対策部長から、それぞれご講演をいただいた。 

鎌田教授からは、少子高齢化と人口減少が進む中、公共交通に係る地域の現状と、そのような状況

下での、グリーンスローモビリティ活用への期待についてご講演をいただいた。グリーンスローモビ

リティの利点は、走行速度が20km/h未満であり、道路運送車両法の保安基準が緩和されるという点

である一方、低速交通を十分理解し、地域交通の中での位置づけを明らかにし、低速交通の適用のフ

ィールドを明確にしていくことの重要性についてもご指摘いただいた。 

圓山部長からは、同財団が、これまで地域内や観光地において電動小型低速車の活用推進のため行

ってきた調査や検討の経緯などについてご紹介いただいた。また、移動主体と地域ごとに域内交通の

問題を整理し、電動小型低速車の優位性を踏まえ、それぞれ 11 の活用シナリオを明らかにしたこと、

さらにそのシナリオを検証するための実証調査を今年度、全国３地域（横浜市金沢区、輪島市、松江

市）で行う予定であることなどが報告された。 

 

 
【基調講演①】 
グリーンスローモビリティへの期待 
東京大学大学院新領域創成科学研究科 教授 
鎌田 実 氏 

【基調講演②】 
地域内や観光地における電動小型低速車の活用
推進 
(公財)交通ｴｺﾛｼﾞｰ・ﾓﾋﾞﾘﾃｨ財団 
交通環境対策部長 圓山 博嗣 氏 

 

2) 活用事例 

活用事例の紹介として、輪島商工会議所 里谷光弘会頭、京都府建設交通部交通政策課 小林豊課長、

株式会社桐生再生 清水宏康代表取締役より、それぞれご発表いただいた。 

里谷会頭からは、輪島市における観光地ならではの交通課題、さらには地域の交通弱者の現状に対

し、グリーンスローモビリティをどのように活用しているかなどについて、ご発表いただいた。その

中で、継続的な運行においてはビジネスモデルの検討も必要であること、また交通弱者に関しては、

誰もが安全して移動できる環境の整備が重要であることなどについて、ご発言いただいた。 

京都府小林課長からは、これまで京都府で進められてきたグリーンスローモビリティの導入事業の
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事例の中から、特に伊根町と和束町の取組みについて詳しくご紹介いただいた。漁業と観光のまちで

ある伊根町の課題は、自家用車利用の観光客が多いものの、道路が狭く、地域住民や観光客の安全確

保であり、宇治茶の主生産地である和束町の課題は、自家用車利用者の茶畑周辺への乗り入れで、そ

の課題解決にグリーンスローモビリティの優位性が役立った。また、いずれの取り組みにおいても、

地域で運営団体を立ち上げ実証を行い、利用者からの高い評価が得られていることもご報告いただい

た。 

清水氏からは、桐生市を拠点にグリーンスローモビリティ eCOM-8 の実証に関わりはじめたその

経緯と、現在の国内導入状況、さらには地域住民の見守りや外出の機会を拡大するなどのグリーンス

ローモビリティ導入に対する新たな可能性などについてご紹介いただいた。また、これまでの様々な

導入実績から、今後導入をご検討なさる地域に向けて産官学民金を巻き込んだ地域全体の支えが重要

であるとのご助言もいただいた。 

 

 
【活用事例①】 
輪島における地方創生の取組みと電動小型低速
車「WA-MO」の位置づけ 
輪島商工会議所 会頭 
里谷 光弘 氏 

【活用事例②】 
京都府におけるグリーンスローモビリティ活用
事例 
京都府建設交通部交通政策課 課長 
小林 豊 氏 

 
【活用事例③】 
eCOM-8 を活用した低炭素交通の普及と地域活性化 
株式会社桐生再生 代表取締役 
清水 宏康 氏 

【会場の様子】 
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3) パネルディスカッション 

パネルディスカッションは、グリーンスローモビリティの開発者と実際に事業として活用している

方々、さらには有識者をパネリストとして迎え、議論を行った。 

グリーンスローモビリティの開発者であるヤマハモーターパワープロダクツ㈱雄谷氏からは、ゴル

フカーを地域モビリティとして適用していくために進めてきた実証実験の経緯や、ゴルフカーを活用

してお年寄りがアクティブに生活するアメリカのザ・ビレッジスの事例などについてご紹介いただい

た。また、㈱シンクトゥギャザーの宗村氏からは、対面シートを導入したeCOMシリーズの車両の特

徴と、公道で走るためナンバープレートを取得した際のご苦労などについてもご紹介いただいた。 

実際に、電動ゴルフカートを用い、今年6月まで2年間に渡り社会実証を行ってきた大分県姫島エコ

ツーリズム推進協議会 寺下会長からは、島内でのカートの利用目的と、具体的な実証の内容につい

てご紹介いただいた。また、2019年に開催される東アジア文化都市、2020年のオリ・パラ開催に向け、

eCOM-10の導入を決めた豊島区の原島課長からは、導入を決めた経緯と予定されている今後の動き、

さらには歩行者との親和性の高いバスを走らせることでの話題性や、街の価値向上への期待などにつ

いてお話しいただいた。 

これを受け、交通エコロジー・モビリティ財団の熊井氏からは、車が社会を作る時代から、社会が

車を作る時代に変わりつつある今、今後3～5年スパンで低速・電動、先々は自動運転につながるよう

なモビリティ及び地域交通について、積極的に検討していくことの重要性が指摘された。また、名古

屋大学大学院加藤教授からは、グリーンスローモビリティはフィーダー・歩行支援としての役割のほ

か、自動運転とも相性が良いが、輸送面から見た場合、そのポテンシャルの低い点が課題との指摘が

あった。しかしその上で、単に輸送面から見たポテンシャルではなく、街全体に及ぼす外部効果を意

識・考慮しつつ、その導入検討を進めていくことが必要であること、さらには輸送面だけでない魅力

がグリーンスローモビリティには期待できる、その実現のためには地域の方が一体となった事業スキ

ームの検討も必要であることなどの発言をいただいた。 
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5.2.2 参加者向けアンケートの整理 

シンポジウム参加者の出席状況の整理を行うとともに、参加者を対象に実施したアンケート調査の

集計を行った。 

 

1) 参加状況 

事前申込人数は 423 人、実際に来場した人数は 366 人であり、参加率は 87％であった。 

来場者の参加地域は下表の通りである。参加者が最も多い地域は東京都であり、全体の 49％を占

めている。地域ごとにみても関東地方からの参加者が多いことが伺える。 

 

表 都道府県別来場者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来場者の業種については下表のとおりである。来場者で最も多かった業種は自治体であり、全体の

28％を占めている。 

表 業種別来場者数 

 

 

 

 

 

 

北海道地⽅ 北海道 0 0 三重県 0
0 滋賀県 4

岩⼿県 5 京都府 7
宮城県 2 ⼤阪府 2
秋⽥県 0 兵庫県 5
⼭形県 0 奈良県 2
福島県 2 和歌⼭県 2
茨城県 8 ⿃取県 0
栃⽊県 1 島根県 7
群⾺県 19 岡⼭県 2
埼⽟県 5 広島県 13
千葉県 6 ⼭⼝県 0
東京都 181 徳島県 0
神奈川県 27 ⾹川県 2
新潟県 1 愛媛県 0
富⼭県 2 ⾼知県 0
⽯川県 3 福岡県 5
福井県 3 佐賀県 1
⼭梨県 3 1

6 熊本県 4
岐⾩県 1 ⼤分県 4
静岡県 16 宮崎県 1
愛知県 8 ⿅児島県 3

沖縄地⽅ 沖縄県 2 2

22

22

2

19

東北地⽅

関東地⽅

中部地⽅

近畿地⽅

中国地⽅

四国地⽅

九州地⽅

9

247

43

業種 人数

自治体 103

国 13

NPO/市民 18

一般・公益法人 25

大学・研究機関 24

メーカー 61

交通 12

コンサル 56

金融 5

マスコミ 7

その他 42
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2) アンケート結果 

アンケートを回答した人数は 161 人であった。設問ごとの集計結果を以下に示す。 

回答者の職業は下表の通りである。回答者で最も多かった職業は公務員（市区町村）であり、全体

の 38％を占めている。 

表 職業別回答者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q1.セミナーの感想 

回答者の約 9 割が「非常に良かった」または「良かった」と回答している。具体的な理由として「事

例がわかりやすかった」「グリスロへの理解が深まった」「課題についても知ることができてよかっ

た」「加藤先生の話がおもしろかった」等があげられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2-1.グリーンスローモビリティへの関心 

回答者の大多数が「とても関心がある」または「関心がある」、「やや関心はある」と回答している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とても関心がある

48%関心がある

38%

やや関心は

ある

14%

関心はない

0.6%
どちらでもない

0%

非常に良かった

34%

良かった

60%

普通

5%

あまり良くなかった

0%

良くなかった

0%

未回答

1%

表 Q1 の回答結果 

表 Q2-1 の回答結果 

選択肢 回答数

非常に良かった 55

良かった 97

普通 8

あまり良くなかった 0

良くなかった 0

未回答 1

選択肢 回答数

とても関心がある 77

関心がある 61

やや関心はある 22

関心はない 1

どちらでもない 0

未回答 0

職業 回答数

公務員（都道府県） 6

公務員（市区町村） 61

公務員（国） 2

団体職員 6

研究者 7

学生 1

会社員（製造業） 25

会社員（交通事業者） 6

会社員（その他） 22

会社員（コンサルタント） 16

その他 5

未回答 4

図 Q1 の回答結果 

図 Q2-1 の回答結果 
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Q2-2.グリーンスローモビリティを使ってみたいか 

回答者の 9 割近くが「具体的に使ってみたいところがある」または「良いところがあれば使ってみ

たい」と回答している。その他の回答として「コストが下がれば使ってみたい」「住民の要望があれ

ば使ってみたい」等があげられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q3.グリスロ導入推進に必要なこと（複数回答可能） 

最も多く回答を得たのは「実証実験実施の支援」であり、次いで「購入等に際しての補助金」であ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q4.グリスロについての意見等（自由記述） 

※主な意見 

・警察等関係行政機関との調整、自治体の協力体制が必要。 

・グリスロという言葉をまずは社会、地域全体に認知、周知してもらうことが大切。 

・まだ車両代が高すぎて…民間をもっと巻き込んだビジネスモデルの工夫が必要。 

・都市部でも有償運行が可能になるようなビジネスモデル化できるような制度改善を望む 
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101
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表 Q2-2 の回答結果 

表 Q3 の回答結果 

選択肢 回答数

具体的に使ってみたいところがある 67

良いところがあれば使ってみたい 77

あまり使えそうにない 2

その他 11

未回答 4

選択肢 回答数

セミナー・シンポジウム 44

車両展示会・試乗会 48

実証実験実施の支援 104

導入のための調査・研究支援 73

購入等に際しての補助金 101

指針・マニュアル等の整理 65

図 Q2-2 の回答結果 

図 Q3 の回答結果 

具体的に使ってみたい

ところがある

42%
良いところがあれ

ば使ってみたい

48%

あまり使え

そうにない

1%
その他

7%

未回答

2%
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１．事業の背景と目的 

国土交通省では、まち・住まい・交通の一体的な創蓄省エネルギーの実現・低炭素社会の実現を

目指している。今後の更なる低炭素社会の推進を見据えた際に、環境負荷の少ない「グリーンスロ

ーモビリティ（※）」は、地域が抱える様々な交通の課題の解決と、地域での低炭素型モビリティの

導入を同時に進められる移動手段としての有効性が期待されている。 

一方で、グリーンスローモビリティ導入を推進するためには、モビリティを地域の将来ビジョン

の中でどのように位置づけるべきか、どのような効果を期待するのか、事業のスキームをどのよう

に構築するのか、地域の関係主体の参画のもとで議論される必要がある。 

このため、国土交通省では、自治体が国土交通省関係部局等のサポートを活用しながら、地域や

用途の特性に応じたグリーンスローモビリティの導入に向けた検討を行う機会を提供する実証調

査を行うこととし、地方公共団体からの企画を広く募集することとした。 

※グリーンスローモビリティ…電動で、時速２０ｋｍ未満で公道を走ることが可能な４人乗り以上

のモビリティ 

 

 

２．事業の全体像 

（１）事業の概要 

本事業は、平成３０年度にグリーンスローモビリティの活用に向けた実証調査の実施を希望する

地方公共団体（以下、採択地域と記す）から企画提案を募集するものである。 

応募された企画提案を審査し（審査基準等は後述５にて記載）、そのうち優れた提案に対しては、

提案書内容に基づく実証調査の実施に向け、車両を無償提供（提供条件は後述４にて記載）すると

ともに、国土交通省が委託する外部専門機関（後述、復建調査設計株式会社）が助言支援を実施す

る。 

 

（２）事業の構造 

本事業は、国土交通省総合政策局環境政策課が所管する事業である。 

なお、事業の募集・審査等の事務局業務全般においては、本省より復建調査設計株式会社（以下

復建調査設計と記す）へ委託を行い、実施・運営される。 

 

 

図 本事業のスキーム  

国土交通省総合政策局
環境政策課 

事務局：復建調査設計 

採択地域（5 地域程度） 

事務局・地域支援に係る業務委託

関係者間調整及び実証計画立案に係る支援
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３．応募資格 

（１）応募可能な提案 

以下の条件を満たした、地域内や観光地におけるグリーンスローモビリティの活用に向けた実証

調査の企画提案を募集する。 

・平成３０年度に実証調査の実施が可能な地域であること 

・地方公共団体が主体となって実証調査を行う意向があること 

・実証調査終了後、調査成果を活かした継続的な活動が想定できる企画であること 

 

（２）対象団体等（応募可能な団体等） 

地方公共団体とする。なお、複数の地方公共団体の連携による提案も可能とする。 

 

（３）採択件数 

５件程度を予定（選定基準は後述５にて記載）。 

 

 

４．提案に伴う設定条件 

提案に伴う設定条件は以下の通りとする。提案者は以下の条件に配慮の上で企画提案を行うこと。 

 

（１）使用車両 

採択地域には「ゴルフカート（定員：４人もしくは７人）：最大２台」もしくは「ｅＣＯＭ‐８（定

員：１０人）：最大１台」を事務局から無償で貸与する。いずれも白ナンバー車両である。 

 

表 使用車両の規格 

 ゴルフカート 

 

（４人乗り）      （７人乗り） 

eCOM-8 

 

自動車の種別 軽自動車 小型自動車 小型自動車 

車両 
寸法 
(cm) 

全長 310 396 441 

全幅 133 133 190 

全高 184 184 245 

性能等 最高速度(km/h) 19 19 19 

登坂（度） 20 20 8 

乗車定員(人) 4 7 10 

※カートの車両寸法については、手配する車両のメーカー及び車種等によって若干変動する可能性がある 

 

 

資料-3



3 
 

（２）調査期間 

調査期間は１地域当たり２週間程度とする。地域内で実証調査箇所を複数設定することは妨げな

いが、事務局からの車両の無償提供期間は２週間を想定する。 

なお、調査実施時期については企画提案内容と車両の調達状況を踏まえ、採択後に確定する。 

 

（３）調査経費の負担 

車両調達に係る費用（レンタル費、現地までの輸送費、メンテナンス費、ドライバー教育費、任

意保険料）については、事務局が負担する。その他、調査に必要となるドライバーの手配、車庫（雨

ざらしでも問題はないが、付近に家庭用 100V の電源コンセント口がある場所）、関係者間での調整

等については、費用負担も含め採択地域が対応すること。また、地域内で実証調査箇所を複数設定

する場合、地域内での車両の輸送費は採択地域での負担とする。 

なお、企画採択後、採択地域における企画提案内容を踏まえた調査計画の策定に当たり、外部専

門機関（復建調査設計）の助言支援を実施する。 

 

（４）実証調査に関する効果の検証 

採択地域は、実証調査終了後、利用者を対象として、利用実態や満足度等について効果の検証を

行うこと。 

 

 

５．募集する提案の選定基準 

選定に当たっては、以下に示す３つの視点から評価を行う。これらの視点を踏まえ、企画提案書

における評価のポイントを下表の通り設定する。 

 

＜評価の視点＞ 

 Ａ 地域課題への貢献・関連施策との連携 

 Ｂ 調査の実行可能性 

 Ｃ 事業化計画の具体性 

 Ｄ その他 

 

表 項目別評価のポイント 

企画提案書における項目 評価のポイント 

（Ａ～Ｃは評価の視点との関連、数字は配点） 

１．実証調査の背景・目的 ① 課題解決への有効性（Ａ） 

・地域の交通課題を解決する上で、グリーンスローモ

ビリティに対してどのような役割を期待している

か具体的に記載されているか。 

・地域の課題解決に当たり、グリーンスローモビリテ

ィの優位性を活かすことができるか。 
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企画提案書における項目 評価のポイント 

（Ａ～Ｃは評価の視点との関連、数字は配点） 

・マイカーからの転換など、CO2 削減をはじめ環境面

での効果が見込まれるか（定性的な整理でも構わな

い）。 

② 上位・関連計画との関連性（Ａ） 

・上位・関連計画との関連性もしくは地方公共団体に

おける政策方針との関連性が明確に整理されてい

るか。 

２ 実証調査の概要 ③ 実証調査の具体性（Ｂ） 

・実証調査に当たり運用方法が具体的に検討されてい

るか。 

④ 利用者の想定（Ｂ） 

・実証調査期間中の利用者の確保方法が具体的に検討

されているか。 

３ 実証調査の詳細 

３．１ 運用エリア 

３．２ 運用方法 

３．３ 実施体制 ⑤ 実施体制（Ｂ） 

・実施体制が具体的に検討されており、かつ、地方公

共団体が主体的に実証調査を行うことを想定して

いるか。 

３．４ 関係機関との調整状況 ⑥ 関係機関調整（Ｂ） 

・実証調査実施に当たり、関係する各主体との調整の

もと、調査を速やかに開始することができるか。特

に警察・交通事業者との事前相談がなされている

か。 

３．５ 事業化に向けた検討 ⑦ 事業化計画の具体性（Ｃ） 

・実証調査後の事業化に向けた動きが具体的に検討さ

れているか。継続的に実施可能な体制が整っている

か。 

３．６ その他（任意記載項目） ⑨その他（Ｄ） 

・提案に特に優れた点があれば評価を行う。 
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６．応募方法 

別紙の応募申請書及び企画提案書に必要事項を記入の上、必要部数を 1 つの封筒等により提出す

ること。提出部数については以下の通りとする。なお、電子ファイルについては、Microsoft Word、

PowerPoint で作成したもの及びそれらを PDF 形式に変換したファイルを合わせて CD もしくは DVD

にコピーし、提出すること。 

 

① 応募申請書（様式１） ＜１部＞ 

② 企画提案書（様式２） ＜１部＞ 

③ ①及び②の文書を収録した電子ファイル ＜CD-R もしくは DVD-R １枚＞ 

※Office 形式及び PDF 形式それぞれ収録すること 

④ 応募案件に関する参考資料（必要に応じて） ＜１部＞ 

 

 

７．公募期間・応募書類の提出先と留意事項 

公募期間：公募開始 平成３０年６月２２日（金） 

     公募締切 平成３０年８月２０日（月） １２時（正午）必着 

     ※応募書類は郵送（書留郵便に限る）もしくは持参にて受付可能である。 

 

応募書類の提出先： 

  〒１０１－００３２ 

  東京都千代田区岩本町３－８－１５（ＦＧＥＸ岩本町ビル） 

  復建調査設計株式会社 東京支社 

  「グリーンスローモビリティの活用検討に向けた実証調査支援事業」公募係 

 

（留意事項） 

・応募書類送付時の封筒の宛名面に「グリーンスローモビリティの活用検討に向けた実証調査支援

事業」と明記すること。 

・応募書類について、ＦＡＸによる提出は不可とする。また、締切日時を経過して到着した申請は、

いかなる理由があろうとも無効とする。 

・応募書類に不備がある場合は、審査対象としない。 

・本公募要項に示された様式以外での応募は認めない。ただし、応募案件に関するパンフレットや

写真、図等を参考資料として添付することは可とする。 

・応募後の書類等の変更、差し替えは認めない。 

・提出された応募書類は事業の採択に関する審査以外の目的には使用しない。また、応募書類は返

却しない。 

・公募締切後、事務局から内容について確認等の連絡を行う場合がある。 

・応募申請書及び企画提案書の様式は、復建調査設計のホームページ 

http://www.fukken.co.jp/news/13100/ よりダウンロードできる。 
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・企画提案書の作成に当たり、国土交通省が作成した「グリーンスローモビリティの導入に向けた

ポイント集（http://www.fukken.co.jp/news/13100/ 内でダウンロードできる）」を適宜参考に

されたい。 

 

 

８．審査の方法及び手順 

前述の通り本事業では、審査会を設置の上、提案内容の審査を実施し、採択地域を決定する。 

 

（審査方法） 

・書類による提案内容の審査を行い、採択団体を決定する。 

・審査の結果については、当該団体に対し、復建調査設計より個別に採否を通知する。 

・ただし、必要に応じてヒアリング等を実施し、企画提案書の内容を確認することがある。 

 

 

（留意点） 

・審査委員、審査内容等は非公開とする。 

・申請書類に不備があるものについては審査対象としない。 

・審査の都合上、応募後に提案内容に関する追加資料の提出を求めることがある。 

・審査結果に関する問い合わせには応じない。 

・採択地域に対しては、採択決定後、個別に採否を連絡する。なお、審査結果については、採択

地域名のみ公開する。 

 

 

９．スケジュール 

本事業は、以下の流れで実施する予定としている。 

平成 30 年 6 月 22 日 ： 公募開始 

平成 30 年 8 月 20 日 ： 公募締切 

平成 30 年 9 月上旬 ： 採択地域選定 

平成 30 年 9 月上旬～ ： 外部専門機関による調査計画の具体化・アドバイス期間開始 

平成 30 年 10 月中旬～ ： 随時実証調査開始（各地域 2 週間程度、平成 31 年 1 月下旬まで順

番に実施） 

～平成 31年 2月上旬 ： 実証調査結果のとりまとめ（効果の検証） 

 ※外部専門機関の助言支援は平成 30年 9月～平成 31年 2月の間で 4 回程度を想定 

 

 

１０．採択後の留意点 

企画提案内容は、審査会における地域選定の際に活用するともに、採択後の実証調査計画の検討

の基盤となるものであるが、各採択地域は、採択後に国土交通省及び事務局と個別に調整の上、提
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案書を基に実証調査計画の具体化を行う。 

本公募事業に採択された場合、各採択地域は、実証調査実施後に国土交通省及び事務局が求める

情報提供・意見交換等に協力すること。その他留意点については、採択が決定した後、採択地域に

説明を行う。 

 

 

１１．その他 

本公募要項に関する問い合わせは、電子メールとする。なお、質問内容に疑義が生じた場合は、

事務局が質問者へ電話で問合せをする場合がある。 
問合せの締切は、平成３０年８月１０日（金）１２：００とする。 
問い合わせ内容及び回答については、取りまとめた上で、復建調査設計のホームページ

http://www.fukken.co.jp/news/13100/ にて随時公開する。 

 
 
＜問い合わせ・提出先＞ 
復建調査設計株式会社 東京支社 

「グリーンスローモビリティの活用検討に向けた実証調査支援事業」公募係 

 

〒１０１－００３２ 

  東京都千代田区岩本町３－８－１５（ＦＧＥＸ岩本町ビル） 

  【E-mail】green-mobi@fukken.co.jp 
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受付番号  

 
復建調査設計株式会社 御中 

 
平成３０年度 

グリーンスローモビリティの活用検討に向けた実証調査支援事業 
 

応 募 申 請 書 
 
 

代
表
提
案
者 

団体名  

代表者役職・氏名  

所在地 
 

連
絡
担
当
窓
口 

団体名  

氏名（ふりがな）  

所属（部署名）  

役 職  

所在地  

電話番号 
（代表・直通）  

ＦＡＸ番号  

Ｅ－ｍａｉｌ  
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り

や
す

く
記

載
す

る
こ

と

必
要

に
応

じ
て

根
拠

と
な

る
定

量
的

な
デ

ー
タ

を
踏

ま
え

記
載

す
る

こ
と

。
根

拠
と

し
て

提
示

す
る

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

出
所

を
明

記
す

る
こ

と
。
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4

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.1

運
用
エ
リ
ア
】

×
×

団
地

運
行

ル
ー

ト
運

行
時

間
：

7
～

1
9
時

運
行

間
隔

：
概

ね
5
分

間
隔

（
記

載
方

法
）

実
証

を
予

定
す

る
エ

リ
ア

に
つ

い
て

地
図

等
を

用
い

て
示

す
こ

と
（
運

行
ル

ー
ト

、
運

行
計

画
を

図
示

す
る

こ
と

）
。

車
両

の
保

管
場

所
（
車

庫
）
の

場
所

を
記

載
す

る
こ

と

既
存

の
公

共
交

通
が

あ
る

場
合

に
は

そ
の

運
行

ル
ー

ト
も

合
わ

せ
て

提
示

す
る

こ
と

。

主
な

移
動

先
（
住

宅
地

、
駅

、
医

療
機

関
、

学
校

、
公

共
施

設
、

商
業

施
設

、
観

光
地

等
）
に

つ
い

て
も

図
示

す
る

と
と

も
に

概
要

を
記

載
す

る
こ

と
。

上
記

の
情

報
を

別
添

で
付

与
す

る
形

で
も

構
わ

な
い

。

運
用

エ
リ

ア
を

複
数

設
定

す
る

場
合

は
、

エ
リ

ア
ご

と
に

作
成

す
る

こ
と

（
そ

の
場

合
、

ペ
ー

ジ
数

が
増

え
て

も
構

わ
な

い
）

道
の

駅
○

○
（
車

庫
）

△
△

団
地
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5

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.2

運
用
方
法
】

運
用

方
法

に
つ

い
て

具
体

的
に

記
載

す
る

こ
と

•
運

行
期

間
の

想
定

•
運

行
場

所

•
運

行
台

数

•
運

行
時

間
帯

•
運

行
形

態

•
運

転
手

•
車

庫
の

設
置

場
所

•
利

用
者

の
確

保
方

法
な

ど

（
記

載
方

法
）

１
～

２
ペ

ー
ジ

で
記

載
す

る
こ

と

フ
ォ

ン
ト

サ
イ

ズ
は

1
2
pt

以
上

で
記

載
す

る
こ

と
。

必
要

に
応

じ
て

、
図

や
表

を
活

用
し

て
わ

か
り

や
す

く
記

載
す

る
こ

と
。

必
要

に
応

じ
て

根
拠

と
な

る
定

量
的

な
デ

ー
タ

を
踏

ま
え

記
載

す
る

こ
と

。
根

拠
と

し
て

提
示

す
る

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

出
所

を
明

記
す

る
こ

と
。

①
実

証
調

査
時

に
使

用
を

希
望

す
る

車
両

を
選

択
し

て
く
だ

さ
い

②
必

要
台

数
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

（
）

ゴ
ル

フ
カ

ー
ト

（
）

e
C

O
M

-
8

※
い

ず
れ

か
に

○
を

つ
け

て
く
だ

さ
い

。
カ

ー
ト

の
車

種
は

事
務

局
側

で
調

整
し

ま
す

（
）

台

※
カ

ー
ト

は
最

大
2
台

、
e
C

O
M

-
8
は

最
大

1
台

で
す
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6

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.3

実
施
体
制
】

実
施

体
制

地
方

公
共

団
体

内
で

の
役

割
分

担

団
体

名
役

割

○
○

市
実

証
調

査
責

任
者

、
関

係
各

所
と

の
調

整

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
×

×
運

転
手

人
材

の
輩

出
、

広
報

支
援

△
△

区
地

域
住

民
に

関
す

る
情

報
提

供
、

広
報

支
援

○
○

市
社

会
福

祉
協

議
会

高
齢

者
に

関
す

る
情

報
提

供
、

広
報

支
援

所
属

名
・
担

当
者

名
役

割

○
○

課
○

○
○

○
実

証
調

査
責

任
者

○
○

課
●

●
●

●
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

×
×

と
の

調
整

、
△

△
区

と
の

調
整

○
○

課
◎

◎
◎

◎
警

察
・
運

輸
局

・
交

通
事

業
者

と
の

調
整

×
×

課
×

×
×

×
福

祉
部

門
に

関
す

る
事

業
と

の
連

携
調

整
、

社
会

福
祉

協
議

会
と

の
調

整

△
△

課
△

△
△

△
道

路
管

理
者

と
し

て
協

議

（
記

載
方

法
）

調
査

全
体

の
実

施
体

制
及

び
地

方
公

共
団

体
内

で
の

役
割

分
担

に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

記
載

す
る

こ
と

（
必

要
に

応
じ

て
行

を
追

加
・
削

除
す

る
こ

と
）
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7

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.4

関
係
機
関
と
の
調
整
状
況
】

団
体

名
調

整
状

況
備

考

公
共

交
通

機
関

等
電

車
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

バ
ス

○
○

バ
ス

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

タ
ク

シ
ー

○
○

タ
ク

シ
ー

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

行
政

道
路

管
理

者
○

○
市

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

地
方

運
輸

局
・
支

局
○

○
運

輸
支

局
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

警
察

○
○

警
察

署
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

そ
の

他
商

工
会

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

観
光

協
会

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

商
業

施
設

等
○

○
ス

ー
パ

ー
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

福
祉

施
設

等
○

○
市

社
会

福
祉

協
議

会
①

同
意

済
②

相
談

中
③

今
後

実
施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

地
域

住
民

○
○

地
区

住
民

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

そ
の

他
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

○
○

①
同

意
済

②
相

談
中

③
今

後
実

施

④
該

当
機

関
な

し
／

今
回

は
関

係
し

な
い

運
転

手
人

材
の

輩
出

（
記

載
方

法
）

実
証

調
査

に
当

た
り

調
整

が
必

要
と

な
る

関
係

機
関

・
団

体
等

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

（
必

要
に

応
じ

て
行

を
追

加
す

る
こ

と
）
。
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8

事
業

化
後

の
事

業
ス

キ
ー

ム

 
事

業
化

の
際

の
道

路
運

送
法

上
の

区
分

を
記

載
す

る
こ

と

（
乗

合
バ

ス
事

業
、

自
家

用
有

償
旅

客
運

送
等

）

 
事

業
実

施
時

の
事

業
ス

キ
ー

ム
に

つ
い

て
記

載
す

る
こ

と

※
い

ず
れ

も
現

時
点

の
想

定
で

構
わ

な
い

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.5

事
業
化
に
向
け
た
検
討
】

構
想

の
実

現
に

向
け

た
中

長
期

の
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

 
事

業
化

を
目

指
す

時
期

、
「
い

つ
ま

で
に

何
を

や
る

の
か

」
を

明
確

に
示

す
こ

と
（
現

時
点

の
想

定
で

構
わ

な
い

の
で

、
で

き
る

だ
け

詳
細

に
記

載
す

る
こ

と
） 実

施
内

容
平

成
30

年
度

平
成

31
年

度

平
成

32
年

度
・
・
・
・

第
1四

半

期

第
2四

半

期

第
3四

半

期

第
4四

半

期

○
○

○
○

○
○

○
○

（
記

載
方

法
）

１
ペ

ー
ジ

で
記

載
す

る
こ

と
。

フ
ォ

ン
ト

サ
イ

ズ
は

1
2
pt

以
上

で
記

載
す

る
こ

と
。

い
ず

れ
も

現
時

点
で

の
想

定
で

構
わ

な
い

（
実

証
調

査
を

踏
ま

え
、

今
後

内
容

が
変

更
す

る
こ

と
が

あ
っ

て
も

良
い

）
。

運
営

主
体

（
○

○
市

）

運
行

事
業

者
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ

×
×

）
乗

客

運
賃

有
償

運
送

運
行

委
託

契
約

記
述

例
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9

そ
の

他

 
3
.1

～
3
.5

ま
で

の
項

目
で

書
き

き
れ

な
か

っ
た

内
容

や
、

企
画

提
案

に
当

た
り

Ｐ
Ｒ

し
た

い
項

目
が

あ
れ

ば
2
ペ

ー
ジ

以
内

で
記

載
す

る
こ

と
。

 
本

項
目

に
つ

い
て

は
、

記
載

は
必

須
で

は
な

い
。

【
3

実
証
調
査
の
詳
細
】

【
3
.6

そ
の
他
（
※
記
載
は
任
意
）
】

（
記

載
方

法
）

１
～

２
ペ

ー
ジ

で
記

載
す

る
こ

と

フ
ォ

ン
ト

サ
イ

ズ
は

1
2
pt

以
上

で
記

載
す

る
こ

と
。

必
要

に
応

じ
て

、
図

や
表

を
活

用
し

て
わ

か
り

や
す

く
記

載
す

る
こ

と
。

必
要

に
応

じ
て

根
拠

と
な

る
定

量
的

な
デ

ー
タ

を
踏

ま
え

記
載

す
る

こ
と

。
根

拠
と

し
て

提
示

す
る

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

出
所

を
明

記
す

る
こ

と
。
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提
案

書
（
様

式
２

）
作

成
に

あ
た

っ
て

の
留

意
点

 
A

4
サ

イ
ズ

用
紙

、
横

置
き

、
M

ic
ro

so
ft

 P
o
w

e
rP

o
in

tを
使

用
し

て
作

成
し

て
下

さ
い

。
※

運
行

エ
リ

ア
の

地
図

等
を

別
添

と
す

る
場

合
は

サ
イ

ズ
は

問
い

ま
せ

ん
。

 
第

三
者

が
読

ん
で

内
容

が
把

握
で

き
る

記
載

を
心

が
け

て
下

さ
い

。

 
P

D
F
形

式
に

変
換

し
た

フ
ァ

イ
ル

に
つ

い
て

も
、

電
子

媒
体

に
保

存
し

て
提

出
し

て
く
だ

さ
い

。

 
詳

細
は

公
募

要
項

を
ご

確
認

く
だ

さ
い

。
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